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一

　
問

題

の

所

在

　
明
治
期
に

お

け
る
日

本
資
本
主
義
の

発

展
が
、

生
糸
を
は

じ
あ

と
す
る

〈

在
来
産

業
〉

生
産
物
の

欧
米
へ

の

輸
出
に

よ
る

対
外
支
払
手
段
の

獲

得

を

槓
杆
と

し
て

、

綿
紡
績
業
を
は

じ
め
と

す
る

〈

移
殖
産

業
〉

生
産
手
段

を

輸
入
す
る

と
い

う

輸
出
主

導
型
の

貿
易
パ

タ

ー

ン

を

基
礎
と
し
て

い

た

こ

と
は

周
知
の

こ

と
で

あ
る

。

し
か

し
な

が
ら
、

現
在
ま
で

の

と
こ

ろ
、

絹

本
貿
易
史
に

関
す
る

研
究
は
き
わ
め

て

少
な

く、

近

代
日

本
経
済
史
の

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
（

1】

中
で

も
遅
れ
た

研
究
頒
域
を
な
し
て

い

る
。

　
石
炭
は

、

生
糸

、

茶
、

銅
と

同
様、

明
治

期
に

お
け
る

重
要
輸
出
品
の

一

つ

で

あ
っ

た
。

国
内
に

石
炭
を

消
費
す
る

産

業
が

未
発
達
で

あ
っ

た

幕

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
（

零）

末
、

明
治

前
期
に

お

い

て

は
、

日

本
の

石
炭
業
は

、

極

東
貿
易
の

拡
大
と

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
（

3
）

船
舶
燃

料
炭
需
要
の

増
大
を
背
景
に
、

も
っ

ぱ

ら
輸
出

産
業
と

しへ
、」
、

極

東
海
域
に

お

け
る

石
炭
市
場
の

形
成
と
結
び

つ

い

て

発
展
し
た

。

石
炭
輸

出
の

輸
出
総
額
に

し
め
る

割
合
は
、

一

八

六
八

−
八

〇
年

平
均
で
一

パ

ー

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　（
4
）

セ

ン

ト

強
に

す
ぎ
な

か
っ

た

が
、

石
炭
業
あ
る
い

は

石
炭
輸

繊

の

発

展

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ハ

5
）

は
、

海
運
業
の

発
達
に

寄
与
す
る

と
こ

ろ
も
大
き
く

、

ま

た

口

本
資
本
主

義
の

構
造
的
側
面
か

ら
み
て

も
、

明
治
前
期
に

お
い

て

輸
出

炭
の

中
心
で

あ
っ

た

高
島、

三

池
両
炭
鉱
の

発
展
が
三

菱
、

三

井
両
財

閥
の

形
成
過

程

に

お

い

て

果
し
た

意
味
を

考
慮
す
れ

ば
、

日

本
資
本
主
義
形
成
期
に

お
け

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　戸
6
）

る

石

炭
輸
出
の

戦
略
的
意

義
は

き
わ
め
て

大
き
か
っ

た

と
い

え
よ
う

。

　
日

本
の

石
炭
輸
出
に

関
す
る

研
究
と
し

て

は

隅

谷
三

喜
男
底
の

『

日

本

石
炭
産
業
分
析
隔

が

あ
る
が

、

そ

こ

で

の

対
象
時
期
は

主
と
し
て

明
治
一

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
（

7
》

○
年
以
降
に

限
定
さ

れ
て

お
り

、

そ

れ

以
前
に
つ

い

て

は

僅
か
に

長
瞬
遇

　

　
　
ρ

8）

氏
の

錺
究
が

あ
る

に

す
ぎ
な

い
。

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
（

9）

　

本
稿
は

、

　
『

英
圏
領
軅
報
告
』

及
び
「

ジ

ャ

ー

デ

ィ

ン

．

マ

ゼ

ソ

ン

商

19　（565）
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会
文
書
L

奮
貯
・

鬢
7
Φ

こ・

自

蠹
ぴ

螽
（

以
下

ミ
》

と
略
称
）

の
一

部
を

資
料
と
し
て

、

幕
末、

明
治
初
期
に

お

け
る

日

本
の

石
炭
輸
出

の

動
向
を

、

と
く
に

高
島
炭
を
中
心
と
し
て

、

上

海
石

炭
市
場
と

の

関
連

で

数
量
的
に

検
討
す
る

こ

と
に

よ
っ

て
、

日

本
資
本
主

義
形
成
期
に

お
け

る

〈

国
際
的
契
機
〉

の

経
済
史
的
一

側
面
を

明
ら
か
に

す
る

こ

と
を

企
図

し
て

い

る
。

そ

の

際、

日

本
の

石
炭
輸
出
が

極
東
な
い

し
は

東
ア

ジ

ア

石

炭
市
場
の

形
成
と
結
び
つ

い

て

い

る
以
上
、

上
海
石
炭

市
場
も
、

香
港
及

び
シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

両
石
炭
市
場
と

の

関
連
で

分
析
さ
れ
な

け
れ
ば
な

ら
な

い

が
、

本
稿
で

は

対
象
を

上
海
石
炭
市
場
と
の

関
連
に

限
定
せ

ざ
る

を

え

な
か
っ

た
。

註
（

1
）

　
貿
易
史
に

関
す
る

硫
究
と

し
て

は
、

名
和
統
一

『

日

本
紡
績
業

　
と

原
棉
問
題
研
究
』

（

大
同

書
院
、

昭
和
…

二

年
）

、

松
井
清
編
『

近

　
代
日

本
貿
易
史
』

全
三

巻
（

有
斐
閣

、

昭
和
三

四

ー
三

八

年
）

、

水
沼

　
知
一
「

明
治
後
期
に

お

け
る
生
糸

輸
出
の

動
向
」

（

「

社
会
経
済
史
学
』

　
第
二

八

巻
第
五

号
、

一

九
六
三

年
）

、

同
「

外
国
貿
易
の

発

展
と

資

　
本
の

輸
出
」

（

楫
西
編
『

口

本
経
済
史
大
系
6

、

近
代
下
』

、

東
大
出

　
版
会

、

一

九
六
五

年
、

所
収
）

、

海
野
福
寿．
「

貿
易
」

（

安
藤

、

古
島

　
編
『

流
通

史
∬
』

、

山
川
出

版
社

、

昭
和
五

〇
年

、

所
収
）

が

あ
る

。

　
貿
易
史
の

飜
究
動
画
に

つ

い

て

は

海
野
福
寿
「

明
治
貿
易
史
研
究
と

　
動
向
」

（

『

社
会
経
済
史
学
』

第
三
一

巻
一

〜
五

合
併
号

、

一

九
六
六

　
年
）

を

参
照

。

近
経
の

側
か
ら
の

ア

プ
ロ

ー
チ

と
し
て

は
、

馬
場
正

　
雄、

建
元
正

弘

「

日

本
に

お
け
る

外
国
貿
易
と

経
済
成
長
（

一

八
五

　
八

ー
一

九
三

七

年
）

」

（

篠
原

、

藤
野
編
『

日

本
の

経

済
成

長
』

、

日

本

　
経
済
新
聞
社

、

一

九
六

七
年、

所
収
）

、

山
沢
逸
平
「

工

業
成
長
と

貿

　
易
構
造
」

（

大
川

、

南
編

『

近
代
日

本
の

経
済
成
長
』 、

東
洋
経
済
新

　
報
社

、

昭
和
五

〇
年

、

所
収
）

な
ど

が

あ
る

。

（

2
）

　
玉

城
肇
『

現
代
日

本
産

業
発
達
史

図

齧
H

×

総
論
ー
上
1

』

、

交

　
詢

社
、

昭
和
四
二

年
、

二

七
七

頁
。

（

3
）

　
隅
谷
三

喜
男
『

日

本
石
炭
産
業
分
析
』 、
岩

波
書
店
、

昭

和
四
三

　
年

、

二

三
、

九
四
頁

。

（

4
）

　
船
舶
用
燃
料
と

し
て

輸
出
さ

れ
た

石
炭
と
国
内
諸

港
に

お

い

て

　
直
接
外
国
船
舶
に

補
給
さ
れ
た

石
炭
と

を
区
別
す
る
こ

と
は

意
味
が

　
な

く
、

後
者
を

広
義
の

輸
出
に

含
め
れ

ば
、

石
炭
輸
出
の

割
合
は
さ

　
ら
に

高
く
な
る

（

隅

谷
、

前
掲
書

、

　一

八
四
頁

、

参
照
）

。

（

5
）

　
日

本
の

経
済
発
展
に
お

け
る

海
運

業
と

石
炭
の

関
連
に

つ

い

て

　
は

、

安
場
保
吉
「

外
航
海
運
と

経
済
発
展
」

（

『

第
四
六
回
社

会
経

済

　
史
学
会
大
会
報
告
資
料
』 、
　…

九
七
七

年
） 、

ま
た

運
賃
の

低

落
及
び

　
海
運
に
お

け
る

生
産
性
向
上
が
日

本
の

経
済
発
展
に

及
ぼ

し

た

効

果

　
に

つ

い

て

は
、

安
場
氏
の

御
好
意
に

よ

り
、

団

霧

鼻
ざ
ぼ

団

島

喜
卯

　
閃
戦

 

お
鐸

殉

無
 

。゚

帥

目
篇

勺
同

o
山

髯
怠
く
一

芝

鐵

Oo

魯
β

目

話
諱
5

　
℃

o

幕
葺一
〇

昌

　
粘

自
　
 
鴬

℃
餌

尸
HG
◎

 
G。

山
O

お
、噛

肉
醜

ミ

ミ
ミ
篤

§
¢

　
§

　
肉
昏

§
o
§

詩

鴫
蝋

詮

ミ
ざ
ho

瓢
げ

8
ヨ
B
西

を

参
照
さ
せ

て

い

た

だ

　
い

た
。

（

6
）

　
三

井
財
閥
の

形

成
過

程
に

お

け
る

石
炭

輸
出
の

重

要
性
に

つ

い

　
て

は
、

山
下

直
登
「

日

本
資
本
主
義
確
立

期
に

お
け
る

東
ア

ジ

ア

石
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炭
市…
場
と
三

井
物…
産
」

　
（圸
削
颯

掲

『

第
四
六

回
社
A
鼠

経
溶…
史
学
A
底

大
A
双

　
報
告
資
料
』

）

が

示
唆
的
で

あ
る

。

（

7
）

　
隅

谷
、

前
掲
書

、

一

八
四
−
一

八
九
買

。

（

8
）

　
長
野
暹
「

幕
末
期
〜

明
治
三

〇
年
に

お

け
る

石
炭
貿
易
」

　
（

秀

　
村
他
編
『

近
代
経
済
の

歴

史
的
基
盤
』

、

ミ

ネ
ル

ヴ
ァ

書
房、

一

九
七

　
七
年

、

所
収
）

。

（

9
）

O
。

日
日
Φ

目

9
巴

切

昌
。
H

窃

ヰ
。

日

潤
葭

鼠
鎚

寄
の

q、
 

O
自・

　
。。

巳
ω

旨

冒
娼

§

及
び

Oo

日
ヨ
曾
臨

鉱

”

呂
o
暦

畠

蹄
o

暮

鵠
¢
肖

　
篝
ε

窃

蔓．
ω

　
Oo
ロ
ω

巳
。゚

　

冒
　
O
『

冒
凶

（

以
下

　
Oo

§
ミ

ミ
ミ
ミ

　
知

魯
ミ
、

と

略
称
）

。

各
々

し冒
、

ミ
怨
 

ミ
、

ミ
ミ

§
ミ

こ
、

§
ミ
9

　
丶

出
、
』
≧

及
び

O

鬘
餌

犀
冨
7d

昆
く

奠
ω
一

蔓

b
婦

。
⇔

ω
け

午

　
象
 
・゚

　
ω
。

艮

霧”

ω
『

畧
口
o

尸

HNo

冨
ロ

倉

お
謡

（

以
下
　
しub

挿

　
丶

臥
、

毎
≧

自

O
亀

亳
》

と

略
称
）

を

利
用
し
た

。

（

10
）

　
ケ
ン

ブ

リ
ッ

ジ

大
学
図
書
館
所
蔵

。

ジ

ャ

ー

デ
ィ

ン

・

マ

ゼ

ソ

　
ン

商
会
文
書
に
つ

い

て

は
、

横
山
英
「

ジ

ャ

ー

デ

ィ

ン

・

マ

ゼ

ソ

ン

　
商
会
文
書
」

（

『

史
学
雑
誌
』

第
六
八

編
第
六

号
）

を
参
照

。

日

本
関

　
係
で

こ

の

資
料
を

利

用
し

た

研

究
と

し

て

は
、

9

竃
o

窰
器
富
畦

　．
→

冨
匂

四
廿

陣

旨
 
。゚

Φ

Φ
o

乙

菊

器
財

o
臨

同

G。

鏐、植

噛

譜
丶

ミ
ミ
ミ
o
、

　
郎

亀
亀

毳

防

ミ
ミ
毳り

く
o
轡

H

ρ

乞
o．
ω

胆
8
ρ

伽

o°
．

円
げ

 

甫
国

犀

器
犀

 

　
導
⇔

竃
ぎ
o
“

切

瓜
ユ
。。

ゲ

O
巷一
齢

四
一

帥

口
傷

匂
o
℃

9

琴゚
・

o

冒
血

磊
書
一

卑・

　一
冒
餌

嵩
o
昌
．魍

b6
属
ミ
禽

燭

震
房
、

ミ
隔

鵠

罨
龍
斜

く
o一甲
。。

ざ

2p

潮

　
μ

8
し。

嵐
P
丶
黛
、

ミ

ミ
仍

註

丶
趨

》
亀

養

誌

途
へ
験
き

08

巳
αq
Φ

P

　
U
讐
犀

く°

殉゚

じd
‘

ド

 
 
 

が

あ
る

。

二

　
極
東
海
域
を
め

ぐ
る

情
勢

　
開
港
前
後
の

時
期
に

お

け
る

諸
外
国
の

日

本
の

石
炭
に

対
す
る

関
心
の

程
度
を

確
定
す
る
こ

と
は
む

ず
か
し
い

。

ア

メ

リ
カ
は
対
中
國
貿
易
の

拡

大
と

北
太
平
洋
捕
鯨
業
の

発
達
に
と

も
な

っ

て
、

中

間
寄
港
地
（

貯
炭
所

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　（
1
）

の

設
置
）

及
び

避
泊
港
を

必
要
と
し

て

お

り、

こ

の

こ

と
は
「

オ

ラ

ン

ダ

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　（
2
）

風

説
書
」

に

よ
っ

て

幕
府
に

も

伝
え

ら
れ
て

い

た
。

　
ロ

シ

ア

に

お
い

て

対
日

貿
易
を

求
め
る

声
は
す
で

に
一

八

世
紀
及
び
一

　
　
　
　
　
　

　
　
　
（

3）

九
世
紀
の

初
期
か

ら
あ
り

、

樺

太
が
日

本
へ

接
近

す
る

重

要
地

点
と

見
な

　
　
　
　（
4
》

さ
れ
て

い

た
。

一

八
五
一

年
に

樺
太
で

石
炭
が
産

出
さ
れ
る
こ

と
が

知
ら

れ
る
と

、

ロ

シ

ア

は

鉱
床
と
そ

の

利
用
可
能
性
に

つ

い

て

調
査
を

行
な

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（

5
）

い
、

好
結
果
を

得
る

に

い

た
っ

た
。

と

く
に

ク
リ
ミ

ア

戦
争
後
新
た
に

極

東
へ

の

進
出
を
は
か

ろ
う
と

す
る

ロ

シ

ア

に

と
っ

て
、

樺
太
は

戦

略
的
に

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（

6
）

も
重
要
性
を
も
つ

よ

う
に

な
っ

た
。

　
イ
ギ
リ
ス

の

日

本
の

石
炭
に

対
す
る

関
心
は

、

ク
リ

ミ

ア

戦
争
後
か

ら
、

ロ

シ

ア

の

進
出
に

蕭
す
る

緊
張

関
係
の

中
で
、

主
と
し
て

軍
艦
用
の

燃
料

確
保
と

い

う
軍

事
的
な

意
味
か

ら
高
ま
っ

て

き
た

。

イ
ギ
リ
ス

は
一

八
亠

ハ

○
年
に

幕
府
に

対
し
て

、

九
州
北
部
の

石
炭
調
査
の

た

め

に

鉱
山
技
師
を

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　ρ
7
）

派
遣
し
た

い

と
い

う

強
硬
な

申
し

入
れ
を
し
た

が

拒
絶
さ

れ
た

。

イ

ギ
リ

ス

の

ロ

シ

ア

の

軍
事
的
進
出
に

対
す
る

警
戒
心
は

、

一

八
六
一

年
の

対
馬

21　 （567）
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（
8
）

　

事
件
を

境
と
し
て
｝

層
強
ま

り
、

イ

ギ
リ
ス

領
事
は
一

八
六
〇
年
代
後
半

　

か
ら
七
〇

年
代
初
期
に

か
け
て

幾
度
と
な

く
日

本
の

石
炭
業
の

緩
慢
な
発

　

展
に

対
し
て

不
満
の

意
を
表
明
し

、

外
資
導
入
と
酋

洋
式
採
鉱
技
術
の

導

　

入
に

よ
っ

て
、

石
炭
生
産
を

増
火
さ
せ

る

必
要
性
を

繰
り
返
し

述
べ

て

い

　
（

9
）

　

た
。

こ

の

背
景
に

は

明
ら
か

に
、

ロ

シ

ア

が

樺
太
で

良
質
の

贋

炭
を

採
掘

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ρ

10
）

　

し

て

い

る

こ

と
に

対
す
る

軍
事
的
な

意

味
で

の

対
抗
関
係
が
あ
っ

た
。

　
　

オ

ラ

ン

ダ
が

石

炭
に

関
心

を

示
し
た

の

は
、

長
崎
貿
易
の

中
で

衰
退
し

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　（
11
）

　
つ

つ

あ
る

自
国
の

立

場
を

強
化
す
る

た

め

で

あ

り、

長
崎
海
軍
伝
習
所
の

　

教
宮
と
し
て

来
日

し
た

カ
ッ

テ

ン

デ

ィ

ー

ケ

は

長
崎
近
辺
で

良
質
の

石
炭

　

が
産
出
さ
れ
る

こ

と

に

満
足
し

、

鉱
山
用
機
械
の

導
入
を

提

唱

し

て

い

　
（

聡）

、

た
。

　
　

石
炭
に
対
す
る

需
要
は

、

軍
事
的
な
意

味
ば

か
り
で

は
な
く
、

汽
船
会

　

社
に

と
っ

て

も
関
心

事
で

あ
っ

た
。

ス

エ

ズ

運

河
開
通
以
前
は

、

蒸
気
船

　
は

帆
船
に

比
較
し
て

建
造
費
に

お
い

て

も
運

航
費
に

お
い

て

も
割
高
で

、

　
一

八

六

〇
年
代
初
期
の

中
国
貿
易
は

利
潤
の

可
能
性
を
ほ

と
ん

ど
も
っ

て

　
　

　
　
　（
13
）

　
い

な
か
っ

た
。

初
期
の

蒸
気
船
の

問
題
は

石
炭
消
費
鬣
の

多
い

こ

と
で

、

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
パ

　
ン

あ

ロ

リ

コ
　

コ

　
ル

　
遠

洋
航
路
の

場
合
に

は

多
量
の

船
内
用
貯
蔵
炭
を

必
要
と
し
た

た
め

に
、

　

貨
物
積
載
能
力
が

減
じ

、

貨
物
運

賃
も
高
価
に

な

り、

さ

ら
に

速
度
も
鈍

　
　

　
　
　
　
　（
14
）

　
る
こ

と
に

な

っ

た
。

し
た

が
っ

て

当

時
の

蒸
気

船
は

乗
客、

郵
便
物

、

特

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　（
妬
ゾ

　
殊
貨
物
の

輸
送
に

限

定
さ

れ
て

い

た
。

　

石
炭

補
給
を
い

か

に

行
な

う
か

は
当

時
の

汽
船
会
社
に

と

っ

て

は
重
大

な

問
題
で

、

イ

ギ
リ
ス

の

船
舶
所
有
者
は

毎
年
世
界
中
の

石
炭
補
給
港
で

船
舶
用
石
炭
の

補
給
が

可
能
な

石
炭
代
理

店
や

請
負
業
者
と

契

約

を

結

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
（
16
）

び
、

石
炭
の

確
保
を
は
か
る
の

が

普
通
の

こ

と

で

あ
っ

た
。

し
か
し
、

極

東
海
域
に

お

い

て

は
、

船
舶
用
石
炭
は

は
る
ば
る
イ

ギ

リ
ス

本
国
か

ら

喜

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　ρ
レ｝

望
峰
回
り
の

帆
船
で

輸
送
さ
れ
な

け
れ

ば
な

ら
な

か
っ

た
。

P
＆

O
汽
鉛

会
社
の

場
合、

石
炭
関
係
費
は
一

八

五

六
…

⊥

ハ

五

年
に

お

い

て

年
平
均
経

費
総
額
｝

、

九
四

六、

二

九
四
ポ
ン

ド

の

う

ち
、

二

七
パ

ー

セ

ン

ト

に

あ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　（
18
）

た

る

五

二

五
、

000

ポ

ン

ド

を
要
し
て

い

た、、

同
社
は
一

八

五

〇
年
に

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
バ

ン

カ

ロ

の
コ

航
路
を

上
海
に

ま
で

拡
張
し
た

が
、

そ

の

直
後
に

極
東
諸
港
で

船
内
用
貯

な
　
ゆ

蔵
炭
の

価
格
が

高
騰
し
た
こ

と
に

よ
っ

て

利
益
の

見
通
し
が
あ

や
う
く
な

り、

石

炭
代
理
店
は
ラ

ブ
ア

ン

（

ボ

ル

ネ
オ
）

や

台
湾
な
ど
の

炭
田

開
発

や
石
炭
輸
送
用
の

蒸
気

船
の

購
入
に

よ
っ

て

部
分
的
な

解
決
を
は
か

ろ
う

　
　
（

19
ノ

と
し
た

。

註
（

1
）

　
ア

メ

リ
カ

の

対
日

政
策
に

つ

い

て

は
、

『

横
浜
市
史
臨

第
二

巻
、

　
昭

和
三

四

年、

一

−
五
一

頁
を
参
照

。

（

2
）

　
「

入

津
阿
蘭
陀
風
説
書
」

（

嘉
永
五

年
） 、

（

『

幕
末
維
薪
外
交
史

　
料
集
成
』

第
二

巻、

昭
和
　

八
年
）

、

三

二

八

頁
。

（

3
）

ρ
》・
い

9
器
尸

§
鳴

ミ
翌
§

寒
急

『

§
ミ
歳

丶

§
§

u

　
お
し陶

O

（

労
 

箕一
夏暢

2
 

葡

嗜
o

降
℃

お
認
）》
℃°

畠
S
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幕末 、 明治初期 に お け る石炭輸出の動向 と上海石炭市場

（

4
）

　

毎

ミ
ご

や

面

弼゚

（

5
）

奪
ミ
ご

毛
』
『
。。

山
む゚

（

6
）

き
ミ
‘

歹

お
 ゜

（

7
）

　
今
津
健
治
「

九
州
に

お

け
る

近
代
産
業
の

成
立
」

（

『

日

本
近

代

　
化
と
九
州
』

、

平
凡

社
、

一

九
七
二

年
、

所
収
）

、

二

七
九

頁
。

（

8
）

　
石

井
孝
『

増
訂

明
治
維
新
の

国
際
的
環
境
』

、

吉
川
弘
文
館

、

昭

　
和
四
八

年、

九
〇

頁、

及
び

芝
原
拓
自
「

明
治
維
新
の

世
界
史
的
位

　
置
」

　
（

歴
史
学
研
究
別
冊
特
集
『

世
界
史
と

近
代
日

本
隔 、
一

九
六
一

　
年
）

、

四
三

ー
四
四
頁

。

（

9
）

o

§
ミ

ミ
ミ

肉

§
ミ

こ

ミ
と
セ
・

α・

器

蝕
も

ま
（

馳

、

挿

　
丶

缶
、
冨

≧

＜
9
」℃

歹

髭
y9

§

§
ミ
鳥

ミ
、

陶

愚
ミ
馬

毳
N

早
M
丶℃

　
29
σq
，。

°・

臼。

犀
鮒

梦

闘

（

寒
ミ
‘

く
o
ド

♪

や．
 

。。
H
）ヒ

O
。

ミ
§

ミ
鼠

ミ

　
肉

愚
ミ
蛛

ミ
N

ひ

髦
帥

ひq

器

欝
 

℃

』
 

（

」

ミ

8
＜
o一

拘
℃・
。。
Oy

　
Oo

§

§

ミ
ミ

ミ

沁

愚
ミ
肺

ミ
N
ざ

2
帥

αq
舘
陣

ぼ℃

マ

靄
　
（

き

ミ
ご

　
く
o一嚠
μ

歹
ド

斟
）°

（

10
）

　
o。
冒

卑
勺
儚

降
翕

8
い
oa

望
彗一
 

ざ

団
・

象
P
躍
ω
ぐう

讐・

　
HQ
。

奚
（

切
、

、層
丶

叫
、
ト

き

く
o
一゜
距

ワ
ω
ω
刈
）°

（

11
）

　
A

−

津、

前
掲
論
文

、

二

七
六
頁

。

（

12
）

　
カ
ッ

テ

ン

デ

ィ

ー
ケ

『

長
崎
海
軍
伝

習
所
の

日

々
』

　
（

水
田

信

　

利
訳
）

、

平

凡
社

、

昭
和
三

九
年、

六
八

−
六
九
頁

。

（

13
）

　
男
国．

凱

且
ρ

ミ
§

丶

§
蕊
さ

鬥

オ
の

疉
09

己

巳
く
ω

誘
一

畠

　

団

お
器讐

お
罸’

亨
ω

ド

（

14
）

　
C
・

E
・

フ

ェ

イ

ル

『

世
界
海
運

業
小
史
』

（

佐
々

木
誠
治

訳
）

、

　

日

本
海
運
業
集
会
所

、

一

九
五

七

年
、

二

五

三

−
二

五

四
頁

。

中
川

　
敬
一

郎
「

獪

＆

0
汽
船
会
社
の

成
立
」

（
『

資
本
主

義
の

成

立

と

発

　
展
』

、

有
斐
閣

、

昭
和
三

四
年、

所
収
） 、

二

九
〇
頁

。

（

15
）

　
今
津

、

前
掲
論
文

、

二

五
七

頁
。

（

16
）

》°

類．

田
時
巴

号鳩

零

ミ
忠

　
 

ミ

篭
§
 

U
。

a
。

尸

　
鞳
＝矯
娼

』
紹゚

（

17
）

　
中
川

、

前
掲
論
文

、

二

九
〇
頁

。

（

18
）

　
同
右

、

二

九
一

頁
。

（

19
）

ρ

ρ

≧一
窪
　
拶

注
　
鋭

ρ

U
。

慧
騨
『
。

目
ρ

煢
馬

舞
ミ
隷

　
肉

ミ
ミ
 
帖

器

ミ

丶

ミ

両

毳
驀

ミ
肉

亀
§
o

§
驚

b
罨
ミ

息
§

§
さ

　
い
o
ロ

山

o
戸

お

紐悔
唱

マ

這
ω
1

お
ら・

　
　
　
　

三

　
幕
末

、

明

治
初
期
に

お
け
る

　
　
　
　
　
　

上

海
石
炭

市
場
の

構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
ユ
い

　
極
東
に
お

け
る
主
要
な

石
炭
補
給
港
は
上

海
及
び

香
港
で

あ
っ

た
。

こ

こ

で

と

り
あ
げ
る

上
海
は

、

中
国
の

外
国
貿
易
の

中
心
の

み
な

ら
ず

、

揚

孟
及
び

中

霑
岸
貿
易
の

忠
で

も
あ

矩

貿
易
・

蒐

の

拡
大
と

毒
船

舶
数
の

増
大
に

と

も
な

っ

て
、

船
舶
燃
料
用
と
し
て

の

石
炭
に

対
す
る

需

要
も
増
加
し
つ

つ

あ
っ

た
。

第
一

表
は
一

八

五
六
ー
八
〇
年
に

お
け
る
沿

岸
貿
易
を

除
い

た

上
海
港
入

港
船

舶
数
と

総
ト

ン

数
を
示
し
て

い

る
。

入

港
船
舶
数

、

総
ト

ン

数
と
も
　

八

六
三

年
を
頂
点
と
し
て

停
滞
的
で

あ
っ

た
が
、

七

〇
年
代
に

入
る

と

漸
増
し

、

こ

の

二

五

年
間
に

入
港
船
舶
数
は

約
四

゜

三

倍
に
、

総
ト
ン

数
も
一

〇
倍
に

増
大
し
た

。

と
く
に

蒸
気
船
と

23　（569）
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船

ン数

第 1表　上海に お ける入 港船舶数及び ト ン数　1856〜1880

総 トン 数 年
入 　港

船舶数
総 トン 数

蒸　 気 　 船

入港数1 トン数

帆

入港数

入 　港

船舶数
年

巳
　「

　

260， 725

：［83，023
：［22，299

246， 001

］．44， 062

］．70，325
200， 615

190
， 325

140， 967

竺図

9466504925545495

ユ4615655533

　　905，
　242

　　941， 253

1， 053， 907

1， 154，450
1， 158， 219

1，286，529
1， 282， 572

1
，338， 671
1， 542， 643

豊
　〔

1， 1651

，1961

， 2641

， 3931

，407
ユ，5531

， 512

ユ，5281

， 755

　　　　 ト ン

915，763
881， 604

1， 165， 967

ユ，124，276

ユ， 176， 206

1，300， 451

1，302， 281

1，456，8154
1， 483， 187

1， 528，996

1， 683， 6ユ0

　　　 隻

1，8231

，
　643

2， 1111

，846
ユ， 7561

，9471

， 9562
，0672

， ／272

，1832

， 288

18691870

ユ871

ユ87218731874187518761877187818791880

　　　　 トン

170，224
205， 613

2ユ4，624

287， 100

304，154

419．， 659

718．， 787
953， 903

899，331

807，　eg5
779， 640

921， 005

ユ856185718581859186018611862186318641865186618671S6S

　i

　　528
　　633

　　754

　　9261

， 0071

， 8062

．8313

，
　2062

，137

1， 5141

，4371

，851

　註　
一 は記載 な しを示す 。

（資料） Commercial 　 Reperts
，
　Shanghai 各年 よ り作成 ， 但 し1857〜 61年は lb　id．

，

　　　　 ノ862−・64　（BPP ，　CE 刀＞A ，　Vol ．6，
　pp ．76，

　277， 369，552．　Vo 正，7，
　p ，351，　 Vol ．

　　　　 8， pL309 ．　Vol ，9，
　 pp ，335，　427．　Vol ．10，　pp ．61，490−491．　Vol ．11，　pp ．287−288，

　　　　459−461， 743−745． Vol ．12，
　pp ．191−193， 521−523．　 Vol ，13，　pp ，88−90，314−

　　　　 316，647−649）

帆
船
の

内
訳
が

明
ら
か
に

な

る
一

八

七
二

年
以
降
は
、

蒸
気
船
の

増
加
が

特
徴
的
で

あ
っ

た
。

　

蒸
気
船
の

影
響
は
す
で

に
一

八
六
〇
年
代
初
期
に

あ

　

　

　

　
戸
3
）

ら
わ
れ
て

い

た

が
、

一

八
六
九
年
の

ス

エ

ズ

運

河
開

通

は
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

と
ア

ジ
ア

と

を

直
接
に

結
び

つ

け
る

契

　

　

（

4
“

機
と
な

り
、

以

降
イ

ン

ド

貿
易
及
び

極
東
貿
易
は

著
し

く

増
大
し
、

一

八

八

〇
年
ま
で

に

は

中
国
貿
易
は

ほ

と

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　（
5
》

ん

ど
ス

エ

ズ

経
由
で

行
な

わ

れ

る

よ

う
に

な

る

と
と
も

に
、

蒸
気
船
の

運

航
自
体
帆
船
に

比
較
し
て

相
対
的
に

　

　

　

　
（
6
ゾ

安
価
と
な
っ

た
。

　
こ

う
し
て

船
舶
用
燃
料
炭
に

対
す
る

需
要
は
一

層

増

大
し
た
が
、

中
国
国
内
か

ら
の

石
炭
供
給
を

期
待
で

き

な
い

こ

の

当
時
に

お

い

て

は
、

石
炭
は

海
外
か
ら
の

供

給
に

あ
お
が
な

け
れ
ば
な

ら
な

か
っ

た
。

第
二

表
は
一

八

五

八

−
六
四
年
に

お

け
る

上
海
へ

の

外
国
炭
輸
入

量

を

示
し
て

お

り、

ま
た

第
三

表
は
一

八
六
五

ー
八

〇
年

の

上

海
に

お
け
る

輸
入

外
国
炭
の

国
別
内
訳
を
、

第
四

表
は

そ

の

割
合
を

示
し
て

い

る
。

一

八
六
一

年
ま

で

の

上

海
へ

の

石

炭
輸
入
は

大
き
い

も
の

で

は
な
く
、

安

定

し
た

べ

ー

ス

で

輸
入
が

増
加
す
る
の

は
一

八

六
二

年
以

（570） 24
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第 2 表

輸入量

上海外国炭

1858− 1864

　（単位 トン）

29， 48557

，71053

， 26533

，
　547

173， 580

161，496

117，244

1858185918601861186218631864

（資料）　John　Thorlle

　　 （Coal　Circular），

　　 Shanghai
， 6　Jan．

　　 1866 （ノMA ，
　C1／46）

幕末 、 明治初期に お ける石炭輸出の 動向と上海石炭市場

降
の

こ

と
で

あ
っ

た
。

第
三

表
及
び

第
四

表
か

ら
明
ら
か

な

よ

う
に

、

一

八
穴
五

年
に

は

輸
入

炭
総
量
の

五

六
パ

ー
セ

ン

ト

が

イ
ギ
リ
ス

炭
、

一

三

パ

ー
セ

ン

ト

が

オ

！

ス

ト
ラ

リ
ア

炭
で

、

九
〇
パ

ー
セ

ン

ト

弱
が

こ

の

二

国
か
ら
の

輸
入
で

し
め

ら
れ
て

い

た
。

イ

ギ

リ
ス

炭
の

輸
入

は
一

八
六

九

年
以

降
に

な

る
と

次
第
に

相
対
的
重
要
性
を

失
い

は
じ
め
、

一

八
七
三

年

に

は

＝
｝
、

五
八

〇
ト
ン

、

九
・

五

パ

ー

セ

ン

ト
を
し
め

る

に

す
ぎ
な

く

な
っ

た
。

イ

ギ
リ
ス

炭
と
し
て

は

カ

ー

デ
ィ

フ

炭、

北
ウ
ェ

ー
ル

ズ

炭、

イ

ン

グ
ラ

ン

ド

炭
が

輸
入
さ

れ
た

が
、

・
叩

で

も
重

要
な
の

は
カ

ー

デ
ィ

フ

炭
で

、

一

八

六
八

年
に

お

い

て

イ
ギ
リ

ス

炭
の

八
ニ

パ

ー

セ

ン

ト
、

七

〇

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
マ
リ

架
代
前
半
に

お
い

て

も
八

〇
ー

八

六
パ

ー
セ

ン

ト

を
し

め
、

上

質
の

も
の

は
イ

ギ
リ

ス

海
軍
用
の

燃
料
と
し
て

用
い

ら
れ
、

イ

ギ
リ
ス

の

石
炭
輸
出

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
r8

）

の

巾
で

も

特
異
な

位
置
を
し

め
て

い

た
。

　

オ

ー

ス

ト

ラ

リ
ア

炭
は
シ

ド
エ

ー

炭
及
び
エ

ユ

ー
カ

ッ

ス

ル

炭
で
、

一

八
七
一

！
七
三

年
平
均
で

、

オ

ー
ス

ト

ラ

リ

ア

か
ら
の

輸
入
炭
の

う
ち

六

一

パ

ー

セ

ン

ト

は

シ

ド
ニ

ー

炭、

三

九
パ

ー

セ

ン

ト

は
ニ

ュ

ー

カ

ッ

ス

ル

炭
で

あ
っ

た
。

　
一

八
六
六
年
に

な

る
と
イ

ギ

リ
ス

炭
は
上

海
石
炭
市
場
に

お

け
る
絶

対

的
優
位
性
を

失
い

は
じ
め
、

高
価
格
の

イ

ギ
リ

ス

炭、

ア

メ

リ
カ

炭
に

か

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
ハ

9
“

わ
っ

て
、

劣
質
で

は
あ
る

が

低
廉
な

オ

ー

ス

ト

ラ

リ
ア

炭
及
び

日

本
炭
の

　
　
　
　

　（
10
ゾ

輸
入
が

増
加
し
、

　
「

オ

ー
ス

ト

ラ

リ
ア

炭
及
び

日

本
炭
は

今
で

は

価
格
が

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
（
11
）

低
廉
な
た
め

に

こ

の

市
場
を

独
占
し
そ

う
で

あ
」

っ

た
。

　

統
計
上
で

は
一

八

六
六
年
か

ら

現
わ
れ
る

日

本
炭
及
び

台
湾
炭
の

輸
入

は
上

海
石
炭

市
場
の

新
し
い

局

面
を

切
り
開
き

、

構
造
変
動
を
ひ

き
お

こ

し
つ

つ

あ
っ

た
。

一

八

六
〇
年
代
後
半
か

ら
七

〇
年

代
前
半
ま
で

の

期
間

は
、

上

海
石
炭
市
場
が

、

イ

ギ

リ
ス

炭
の

優

位
か
ら
日

本
炭
の

優
位
に

移

行
す
る

過

渡
期
と
し
て

特
徴
づ

け
ら
れ

、

こ

の

期
間
に

イ

ギ
リ
ス

炭
、

ア

メ

リ
カ

炭、

オ
ー

ス

ト

ラ

リ

ア

炭
、

日

本
炭

、

台
湾
炭
の

間
で

激
烈
な

競

争
が

展

胴
さ

れ
た

。

イ

ギ
リ

ス

炭
の

総
輸
入

炭
に

し
め

る

割
合
は

、

一

八

六
〇
年
代
後
期
の

三

三

i
三

七
パ

：

セ

ン

ト

か

ら
、

七
〇

年
代

初
期
に

は

二

二

；
二

九
パ

ー
セ

ン

ト

と

な

り、

七
三

年
に

は
一

〇
パ

ー

セ

ン

ト

弱
と

な
っ

た
。

オ
ー

ス

ト

ラ

リ
ア

炭
は

輸
入
量
も

停
滞
的
で

二

五

ー
三

九
パ

ー

セ

ン

ト

を
維
持
し
て

い

た
。

日

本
炭
は

、

…

八
六
七

年
を

例
外
と
し
て

、

六
〇
年
代
後
期
の
一

〇
パ

ー
セ

ン

ト
以
下
か
ら

、

七

〇
年
代
初
期
に

は

二

五

−
二

九
パ

ー

セ

ン

ト

を
し
め
る

に

い

た
っ

た
。

し
か

し
、

日

本
炭

、

と

25 （571）
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く
に

高
島
炭
の

供
給
は
不

規
則
な
た
め

に
、

外

圏
炭
が
そ

の

不
足
分
を

補

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ハ
ぴ
ぽ

う
形
で

供
給
さ

れ
る

可
能

性
は

十
分
に

あ
っ

た
。

　
日

本
炭
は
一

八
七

〇
年
に

イ

ギ
リ
ス

炭
を

凌
駕
す
る

と
と

も
に、

オ
i

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
13
》

ス

ト

ラ

リ
ア

炭
と
競
合
関
係
に

入
っ

た
。

一

八

七
三

年
に

は

輸
入
量
も
五

万
ト

ン

を

越
え

、

日

本
炭
は
オ

！

ス

ト・
ブ

リ
ア

炭
を
お

さ

え

て

四

ニ

パ

；

セ

ン

ト

の

シ

ェ

ア

を

し
め
、

上

海
石
炭
市
場
に

お

け
る
優
位
性
を

確
立
す

（単位 ト ン）1865〜 1880
「一

総 計ロ シ ア台 湾日 本
ト

うち

ニ
ユ

ーカ

ッ ス ル
シ ドニ ・・一

オ　
一一ス

ラ リア

91，231

139，008

ユ11， 583

160， 786

126， 42580

，
　01388

， 295

159，　367

131，786

117，501

143， 793

147， 824

176， 842

153，385

183，314

1， 811

　　375

　　6001

， 100

一

　
｝

　
一

　
「

　
　

　
「

　
、

　
｝

6，1906

，
　OOS17

，61312

， 9655

， 75910

，
　68426

， 10017

， 56310

，　15615

，68315

， 490

　　　
i

＿

10，
　944

9，37322

， 52315

，34411

，04123

， 00925

， 11139

，77755

， 54459

，56ユ

79，12783

， 690

：L48，013

一

｝

｝

｝

「

8，
　44ユ

11， 49021

， 052

15， 717

…

　｝

　｝

　　

14， 23828

，
　8792L

　745

19，264

一

　

28，68951

，　86ユ

34， 70658

β4048

， 71727

， 73022

， 67940

，36942

， 79739

ダ00634

， 98134

， 098

16，
　651

に した 。

Coal　Market 　 Report 　 for　 1870， 4Jan ．ユ871 （ノMA ，　 C1／74）．1871；

ket　Report 　for　1871， 4Jan ．1872（／MA ，
　C1 ／75）．1872；John　Thorne

1872， 15　Jan．1873 （ノMA ，　C1 ／76）．1873； Thome ，
　Rice　and 　Co

’

s

Jan．1874（ノMA ，
　C1 ／77）．1874；　Commercial 　RePort　／874

，
　Shang −

mmercialIReport ／875−76 ，
　Shanghai （βPP ，

　CH ∬N ／1，　Vol ．11，
　p，699）．

1878，1879； Commercial　 1〜eport 　ブ879　Shanghai　（BPP ，　CHJ2＞
』
A

，

る
と

同
時
に

、

イ

ギ

リ

ス

炭
を
ほ

ぼ

完
全
に

上

海
市
場
か

ら

駆

逐

し

た
。

つ

ま

り
、

イ

ギ
リ

ス

か
ら
の

輸…
入

炭
の

減

少
に

よ

る
不
足
分
は

、

近

隣
地
域
の

オ

ー

ス

ト

ラ

リ
ア

、

日

本
、

台
湾

か
ら
の

供
給
に

よ
っ

て

補
わ
れ
る
よ

う
に

な
っ

（
M
｝

た
。

こ

う
し
て

日

本
炭

は
一

八

七
四
年
に

は
五

〇
パ

ー

セ

ン

ト

強
を
供

給
し
て

絶
対
的
な

優
位

　

　

　

　
戸
15ノ

性
を

確
立
す
る
と

と
も

に
、

七

〇
年
代

末
期
ま

で

に

は

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

（572）　 26
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幕末、明治初期に お ける石炭輸出の動向 と上海石炭市場

第 3 表　上 海石炭輸入先国別表

ア メ リカ

11，2ユ710

，8797

， 3627

，79711

，7205

，7e52

， 7698

，
1973

， 3022

，］．883

， 450
　 　 　 v

緩 ・

「鉢
グラ

うち
イ ギ リス

i蓼
一

デ ・馮

一

［

［

［

33
一

　

　
　

　

5

　

　
　

　

10

8，
9362

，
　096

3 ， 593

1，338

冖

冖

 

［

49，348

22， 35935

， 98810

， 484

9， 214

51，
　32560

， 70540

，98759

，88141

，　6e717

， 21025

， 95244

， 92412

， 5806

，59010

， 552

14，551
 

　
一

［

　
一

7，406

65666768697071727374757677787980181818181818

／8181818181818181818

註｛1）一は記載 な し　〔2〕1876年の 計は一
致 しない が そ の まま

（資料） 1865−70 ； John　 Thorne ＆　Co’
s　 Shanghai

　　　　John　Thorne ＆ Co ’

s　 Shanghai 　 Coal　 Mar

　　　　 ＆ Co’
s　 Shanghai 　Coal　 Market 　 Report 　 for

　　　　 Shanghai 　 Coal　Market 　 Report 　 for　1873， 14

　　　　 hai （BPI ）
，
　CHINA ，　Vol．11，

　p．435）．1875： Ce

　　　　 1876，1880； 隅谷 rH本石 炭産業分析』， 186頁 。

　　　　 Vol ．13，
　P ．256） よ り作成 。

ア

炭
を

も
上

海
石
炭
市

場
か
ら

駆
逐
し

、

一

八

八

〇
年
に

は

上

海
輸
入

外
国
炭
の

八
一

パ

ー

セ

ン

ト

を

供
給
す
る
に

い

た

り
、

独
占
的
地

位
を

　

　

戸
16）

確
立
し
た

。

　

第
三

表
か
ら
も
わ
か

る
よ

う
に

上

海
輸
入

外

圜
炭
総
量
は

ほ

ぼ

横
這

い

の

状
態
で
、

イ

ギ

リ

ス

炭
輸
入

の

減
少
と
日

本
炭
の

進
出
の

条

件
に

つ

い

て

は
、

運

賃、

価

格
の

閤
題
ま
で

含
あ

て

改
め

て

検
討
す
る

必
要
が
あ

ろ
う

。

　
イ

ギ
ー−
・

ス

炭
の

上

海
石
炭

市
場
か
ら
の

駆
逐
は
、

石

炭
が
重

燈
嵩
高
口

 

で

あ
る

た

め

に
、

遠

距
離
輸
送
が

次
第
に

不

利
化
し

、

極
東
海
域
に

お
け

る

石
炭
需
要
の

急
速
な

増
大
に

対
応
し

き
れ
な

か
っ

た

こ

と
を

反

映
し
て

　
ρ

17
）

い

る

と
と

も
に
、

極
東
市
場
に

お

け
る
イ

ギ
リ

ス

炭
の

輸
入

先
が
上

海
か

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

（
18
）

ら
香
港
に

移
行
し
て

い

っ

た

こ

と

を
も

反
映
し
て

い

た
。

運

賃
の

問
題
は

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
（
19
）

．
石
炭
輸
送
の

場
合
最
も

重
要
な

問
題
で

、

イ

ギ
リ

ス

ー
巾−
国
間
の

運

賃
は

極
東

貿
易
の

利
益
可
能
性
が

増
大
す
る

に

と
も
な
っ

て

低
落
す
る

傾
向
に

　
　
【

20
）

あ
っ

た
と
は
い

う

も
の

の
、

統
計
を

得
る

こ

と
の

で

き
る
一

八

六
九
ー
七

一

年
に

お

け
る

ウ
ェ

ー

ル

ズ

ー
上

海
間
の

石
炭
ト

ン

当
り
の

平
均
運

賃
は

　
　

　
　
（
21
“

四
一

シ

リ
ン

グ、

ま
た
一

八

六
九
−
七
一

年
の

上

海
市
場
に

お

け
る

カ

ー

デ

ィ

フ

炭
の

ト

ン

当

り
平
均
炭
価
は
九
・

一

〇
テ

ー

ル

で
、

こ

れ
は

五

九

27　 （573）
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（％）第4 表　上 海石炭輸入先国別割合

湾台本日
オ　一一ス ト

ラ リァ
ア メ リカイギ リ ス年

4．55

．411

．010

．37
’
212

．116

．413

  38

．61G

．910

．56

．0

6．72

α 29

．58

．728

，828

，425

．042

」

50．755

．056

．680

．7

31．437

，331

．　136

．338

，534

．725

．725

．332

，533

．224

．323

．19

．1

12．37

．86

．64

．89

．37

．13

．15

．12

。5

56，343

．736

，ア

3Z 　232

．921

．529

．328

．29

．5

1：1段 1
−

　 　 9．8
− −

　 　 4．0

1865186618671868

ユ86918701871187218731874187518761880

言
・

グ

＝

づ

乏
相
当
す

壽
ら

・

じ
つ

に

六
八

パ

ー

セ

ン

ト

を

輸
送
費
に

要
し
て

い

た

こ

と

に

な
る
。

こ

れ
に

対
し
て

長
崎
…
上

海
間
の

石
炭
卜

・

当
り
運

賃

竺
八

毒
年
に

は
一

ド

毳
w

イ

ず
ス

i
上
海

間
の

運

賃
に

比
し
て

著
し

く
低
く

、

日

本
炭
に

と
っ

て

上

海
に

近
接
し
て

い

る
と
い

う

地
理
的
な

有
利

性
が

輸
出
増
加
の
一

要

因
と
な

っ

て

い

た
。

　

第
…

図
は
一

八

六
六
年
下

半
期
か

ら
一

八

七
五

年
下
半

期
に

い

た
る
ま

で

の

約
一

〇
年
間
に

わ
た

る
上

海
石

炭
市
場
に

お

け
る
六
ヵ

月

毎
の

ト

ン

当

り
平
均
輸
入

炭
価
を

示
し
て

い

る
。

カ

ー

デ

ィ

フ

炭
は

七
・

三

〇
1
一

四
・

七
〇
テ

ー

ル
、

イ

ン

グ
ラ

ン

ド

炭
は

五
。

八

六
1

ご
二

・

＝
一
テ

ー

ル
、

ア

メ

リ
カ

炭
は

九
・

〇
五

ー

＝
二

・

六
八
テ

ー
ル
、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ァ

炭
は
五
・

五

五

！
一

〇
・

五

〇
テ

ー

ル
、

日

本
炭
は

四
・

二

ニ

ー
六
。

九
八

テ

！

ル
、

台
湾
炭
は

四
・

二
】

…
六

。

六
三

テ

ー

ル

で

変
動
し
て

い

る
。

カ

ー

デ

ィ

フ

炭
及
び

ア

メ

リ
カ

炭
は
上

質
の

ゆ
え

に

高
価
で

、

オ
ー

ス

ト
ラ

リ

ア

炭
、

イ
ン

グ
ラ

ン

ド

炭
が

そ

れ
ら
に
つ

づ

き
、

日

本
炭
及
び

台
湾
炭
は

全
期
間
を

通
し
て

低
廉
で

あ
っ

た
。

こ

こ

で

注
目
す
る

必
要
の

あ
る

の

は
、

日

本
炭
の

上
海
市
場
へ

の

進
出
が

著
し
い

七

〇
年
代

初
期
に

お
い

て
、

イ

ギ
リ

ス
、

ア

メ

リ
カ
、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ
ア

炭

価
格
が

高
騰
し

て

い

る

の

に

比
し

て
、

日

本
炭
の

価
格
は
ほ
と
ん
ど

停
滞
的
で

、

価

格
差

が

拡
大
す
る

と

と

も
に

、

七
→

年
下
半
期
を

除
い

て

六
八

年
以

降
一

貫
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　（
24
）

て

台
湾
炭
よ

り
も
低
廉
で

あ
っ

た

こ

と

で

あ
る

。

ま
た

オ
ー

ス

ト

ラ

リ
ァ

炭
が

日

本
炭
や

台
湾
炭
と
混

合
で

用
い

ら
れ

る

よ

う
に

な
っ

た

こ

と
も
イ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　（
25
）

ギ
リ
ス

炭

輸
入

減

少
の

間
接
的
要

因
で

あ
っ

た
。

　
上

海
石
炭
市
場
に

お

け
る

主
要
な
日

本
炭
は

高
島
炭
及
び
唐

津
炭
で

あ

　（
26
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
27
｝
ス

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

ケ

リ

　

ン

ド

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
ニ
リ

ヨ
ル

っ

た
。

高
島
炭
は

船
舶
燃
料
用
石

炭
と

し
て

は

最
高
で

、

選
別
さ
れ

た

石

（574）　 28
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幕宋 、 明治初期に お ける石炭輸出 の動向と上海石炭市場

メ リカ 炭

一
デ ィ フ 炭

一
ス トラ リア 炭

ア
ー

（資料） 1866−71 ； John　 ThQrne ＆ Co ’

s　Shanghai 　Coal　 Market　Report　for

　　　　 1871，
Shanghai

， 4Jan ．1872 （／MA ，
　c1 ／74）．1872−73；John　Thorne ＆

　　　　 Co
’
s　 Shalユghai　 Coal　 Market 　 Report 　 for　 1873，

　Shanghai
， 14　 Jan．

　　　　 1874 （∫llfA，
　 Cl ／77）．1874−75； Commercial 　RePort ／875 −76

，
　Shanghai

，

　　　　 p ．23 （BPP ，
　CHiNA

，
　Vo1．IL　p ．699） よ り作成 。

炭
は

薪
茶
を

積
載
し

て

中
国
か

ら
ロ

ン

ド

ン

に

向
か

う
快
速
蒸

　
　
　

　
　
　
　
（

28
“

気
船
に

も
用
い

ら
れ

、

ま
た
P
＆

0
汽
船
会
社
や

フ

ラ

ン

ス

の

帝

国
郵
船
会
社
は
、
．

石

炭
代
理

店
用
と

し

て

高

島
炭
を
大
々

的

　
　
　（
29
〕

に

用
い

た
。

唐
津
炭
は

高
島
炭
に

つ

い

で

良
質
で

、

イ

ン

グ
ラ

ン

ド

炭
の

入

手
が

困
難
な
と
き
に

大
量
に

上

海
に

輸
出
さ
れ

、

　
　
　

　
　
　
　
　
　（
39）

即

売
市
場
を

見
い

出
し
た
が
、

船
舶
用
炭
と
し
て

は

悪
質
で

あ

　
　
　

　
　
　
　
（

31
）

る

と

言
わ
れ
て

い

た
。

　
一

八

七
〇
年
代

初
期
に

輸
出
さ

れ
た
日

本
炭
は

高
島
炭
を

除

い

て

劣
質
で

、

し
か

も
多
種
類
の

混

合
炭
で

あ
っ

た

た

め
に
、

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　ρ
32
）

巾
国
の

消
費
者
の

聞
で

次
第
に

評

価
が

落
ち
、

そ

の

結
果
日

本

炭
に

対
す
る

需
要
は

不
規
則
に

な

り
、

相
場
も

ま
た

不
安
定
に

　
　
ハ

33〕

な
っ

た
。

外

国
炭
の

輸
入
は
す
べ

て

注
文
ベ

ー

ス

で

行
な

わ
れ

　
　
ハ

34）
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

千

ヤ

イ
ニ

ー

ズ

゜
ア

カ

ウ
ン

ト

て

い

た
の

に

対
し
て

、

日

本
炭
は

中
国
側
の

勘
定
で

取
引
さ
れ

　
　
（

354

て

い

た
が

、

一

八

七
四

年
以

降
に

な

る

と
口

本
炭
も
契
約
べ

ー

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　（
36
“

ス

で

輸
入
さ
れ
る

よ

う
に

な

っ

た
。

註　
（

1
）

　
開
一

涛
p

鐵
ざ

o

特

9
尹

ワ
薩
 

鰹

　
（

2
）

　
閏゚

国゚

閏
矯
驫

ρ

、
貸
丶

肉

毳
鷺

ミ
　
→
丶

魯

§贐

ミ
亀
1・

　
　

遣
丶

み

い
o
ロ
ユ

o

梦

お
NG
。り

唱

」
OP

　
揚
子
江
及
び

中
国
沿

　
　

岸
貿
易
に

つ

い

て

は

民
卑
僧

博

σq−
O
猷
串
σQ

訂
戸

叫
毳

蟹
黛

　
　
国
§

ミ
戟

ミ
§

　
防
鳳

§
ミ

怨
慧
　
肉

ご
ミ
、
勘

　
ミ
　
O
ミ
や

ミ聰

29　（575）
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鵠

碧
話
巳

q
風
く

賃゚
。

一

亳

勺

器
の

POp

匿
ぴ

ユ

鼠
ρ

罎
器
ω゜

レ
 

爵

　

を
参
照
。

（

3
）

　
ω・

窰
碧
ユ

ま
凝

葡

ミ

ま
§
塁
o

丶

い

ご

ミ
誉
ミ

麸

亀
−

退、

　

ζ
〈
Φ

愚
o
巳

q
乱
く

實
毘

受
℃
脱

Φ
ω

。゚
b

お
 

ど

歹

嵩
b。°

（

4
）

9

冢
ぴ

診
p
、

富
 

ω
鱒

畧
巴
。

巴

。゚

8
曙

9
笹
・

ω

窕
N

　

O
帥

旨

絏
一

丶

§

ミ
ミ
o

丶

蕁
帖

肉
o
擬

ミ

象
ミ
賊

詮
詩
ミ

防
o

亀

ミ
勘’

　

＜
o
憎

8鴇
剛

曽

鬥

H

押

H
◎ooo

メ

℃
”．
α
Qo
鮒
G 阿

ω

蒔

　
ス

エ

ズ

運
河一
の

開
通
に

　

よ
っ

て
ロ

ン

ド

ン

i
上
海
間
は
、

希
望
峰
回
り
の
一

四
、

〇
五

〇
海

　

里
か

ら
一

〇
、

⊥

ハ

六

九
海
里
に

、

約
二

四

パ

ー

セ

ン

ト

短
縮
さ
れ
た

　

（

き

ミ
4

卩

紹
 
）

。

（

5
）

ミ
3
℃°

器
ド゜

（

6
）

出

且
ρ

ミ
§

、

§
ミ
酒

PG
。

い

（

7
）

　
「

カ

ー

デ

ィ

フ

炭
は

過
去
の

優
勢
を

保
っ

て

い

る

唯
一

の

種
類

　

で

あ

る
。

」

（

Oo

ミ

ミ

ミ
亀
ミ

肉

魯
ミ
〜

　
ミ
驚
よ
 

60
げ

腰

旨
αq

げ

巴℃

　
唱

」
8
〔

ヒ曽

℃

坤
O

覈
く

鋲

く
o
轡

刈讐
”°
G。

漣
〕

）

（

8
）

　
甲
ω

藁
 
〈

8
のい

→

ぎ

⇔口

註
驚

急

Oo
窺
、

同

ミ
驀℃
ピ
o

民
oP

　

6
窃”
唱

 
G。

Ob
。

b
鐙鳩
Φ
G。

メ

イ

ギ
リ
ス

の

石

炭
輸
出
は

別
表
の

よ

う

　

で

あ
っ

た
。

一

八

六
〇
ー

八

〇
年
に

お

い

て

イ

ギ

リ
ス

炭
の

八

〇
パ

　

ー
セ

ン

ト

内
外
は
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

地

域
（

含
ア

フ

リ
カ

地
中
海
岸
）

に

　

輸
出
さ
れ

、

東
ア

ジ

ア

地
域
（

香
港

、

中
隈

、

日

本
、

シ

ン

ガ
ポ

ー

　
ル

、

オ

ー

ス

ト

ラ

ワ
ア

等
）

へ

の

輸
出
は

こ

の

期
間

平
均
し
て

三

パ

　
ー

セ

ン

ト

強
に

す

ぎ
な
か
っ

た

（

山
下

、

前
掲
報
告
に

対
す
る
和
田

　
一

夫
氏
の

コ

メ

ン

ト
）

。

（

9
）

　
「

オ
ー

ス

ト

ラ

リ

ア

炭
の

消
費
は

他
の

石
炭
に

比

較
し

て

著
し

1851− 80イギ リス の 石炭輸 出
一

輸 出 額

千ポ ン ド

1， 800

3， 200

4，000

5， 400

10，300

7， 900

輸 出 量

　　千 b ン

3，884

6，449

8，195

ユO， 3ユ6

12， 872

15，840

年

1951〜 55年平均

1856〜60　　〃

1861〜 65　　〃

1866〜70　　〃

B ．R ，Mitchell　and 　P ．Deane ，

Abstrac ’ 0／ B7 ゴ’ゴ3ゐ ］Uis’・0〃 一

砌 1　Statistics
，　 Cambr ；idge

University　Press，1962，　 pp ．

121， 303−304．

（資料）

　

く
増
大
し

、

イ
ン

グ
ラ

ン

ド

炭
が

高
価
格
な
た

め
に

、

　一

般
に

い

く

　
つ

か
の

蒸
気
船
で

は
イ

ン

グ
ラ

ン

ド

炭
よ

り
も
使
用
さ
れ

て

き
た

。

」

　．
（

OO

ミ
ミ

ミ
亀
ミ

　
肉

篭
ミ
肺

　
誌
亀鴇

ω

ゲ
9
郡

 Q
ゲ

巴’

 
Q◎
 

〔

馳

 

挿

　
O
霞
、」
＜
国恤

く
o一¶
メ

℃°
0

ご
）

（

10
）

　
謁
鳴

寄

ミ
W

、

こ
ミ

き
馬

丶

ミ
ミ
職
隷

Oo

ミ
§
軌

題
ご

ミ
越

ミ

蕁
鴨

　

§
畿
o

§

、

ミ
営

§
O
ミ
達

亀

、
q
丶

蕁
恥

寄
職
、

、

駿
漁

》
唱
噂
Φ

跡
山

誌

　
（

ω
『

β◇

口
αq
げ
餌一
）u

響

H

蛇
（

鞠
、
、°

O
歳
b
＜

餌

く
o剛「
メ

唱」

濫
ω

）幽

　
上
海
の

石
炭
商
｝

o
ず
口

→
げ
O
嫉

ゆ
Φ

俸

OO
°

の

OO

巴

O
群
oq

冨
H

　
は

次
の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
。

　
⊃

八
六
六

年
の

上
海
石
炭
市
場
の

状
況
を
ふ

り
返
る

と
、

オ

ー
ス

ト

ラ

リ
ア

炭
及
び
日

本
炭
が
イ

ギ

リ

　
ス

炭
に

対
し
て

優
位
に

立
ち
つ

つ

あ
る

よ

う
に

見
受
け
ら
れ
、

カ

ー

　
デ

ィ

フ

炭
を

除
い

て
、

イ

ギ
リ

ス

炭
の

消
費
が

次
第
に

減
少
し
て

い
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幕末 、 明治初期に お け る石炭輸出の 動向と上海石炭市場

　
る
こ

と
は

明
ら
か
で

あ
る

。

」

（

｝

o
げ

昌

日
ゲ
o

導
Φ

節

OP

〔

Oo
印
一

　
〇

冒
o

巳

母
〕愉

ω
ゲ
箇

口
◎q
騨

巴壗
刈

臼

賢

ロ゜
HQ
。

Φ

メ

S
ミ
斜

O
ド

＼

ま
）

（

11
）

O

§
ミ

ミ
ミ
　
肉

§
ミ
嚇

ま
や

輦
ω

訂
轟
冩
一鴇

℃°
H8

　
（

切
、

挿
O
鶚
漣
く

餌

く
o
ド

ざ

℃」
Q。

罐
y

（

12
）

Oo

ミ
§

ミ
鼠
ミ

肉

愚
ミ
肺

ミ
M

黛

ω
ゲ
薗

ロ

αq
げ

飢鴇
℃°
 

（

馳
℃

坤

　
O

墨
鍋

＜
o一
」
ρ

騨

δ
）°

（

13
）

Oo

ミ
§

ミ
ミ
ミ

沁

§
ミ
殊

ミ
ミ馳

2
帥

σq
霧
騨

臨
も゚

嵩
（

b鹽

 

挿

　
丶

エ
、

》
〉

の

く
o
ピ

9

や

縁
Q。

）°

　
イ
ギ
リ
ス

公
使
パ

ー

ク

ス

は
、

明

　
治
八
年
に
、

外
務
卿
寺
島
宗
則
に

次
の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
。

「

十
年

　
前
よ

り

御
国
之

石
炭
輸
出
す
れ
は

墺
斯
太
利
亜
（

濠
太
刺
利
亜
？

）

　
輸
出
之

邪
魔
に

も

可
相
成
候
」

（

「

高
島
炭
坑
関
係
雑
件
」

一

九
四

、

　
『

大
日

本
外
交
文
書
』

第

＝
巻

、

四
一
一

頁
）

。

（

14
）

　
台
湾
の

石
炭
輸
出
は

次
の

よ

う
で

あ
っ

た
。

輸 出 量

　　　 トン

7，16217
， 88712
， 86026
，66215
，4677
， 93519
， 60442
， 24347
， 44715
， 98227
， 66531
，59328
， 94825
， 78828
， 82324
， 000

犀

1865186618671868186918701871187218731874Z8751876

．
1877187818791880

（資料）　『明 治工 業史』

　鉱業篇 ， 昭和 5年 ，

　734− 735頁。

（

15
）

　
日

本
炭
輸
入
の

増
加
は
上

海
石

炭
市
場
に

お
け
る

著
し
い

特
徴

　
で

、

半
分
以
上
は

高
島
炭
で

あ
っ

た
。

「

こ

う
し
た
日

本
炭
の

多
量
の

　
供
給
は

他
種
の

石
炭
を

市
場
か

ら

駆
逐
し

て

し

ま
い

そ

う
で
あ
る

。

　
イ

ギ
リ

ス

炭、

ア

メ

リ
カ

炭、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ
ア

炭
及
び

台
湾
炭
は

す
べ

て

著
し
い

減
少
を

示
し
て

い

る
。

」

（

9
§

ミ

ミ
ミ
ミ

隠

愚
ミ
焼

　
毳
ミじ
ω
ず

き
σq

訂
炉

℃

レ
錯

〔

bδ
、

挿
O
嵐
N
宅
卸

く

9
算
℃°

蕊
O〕
）

（

16
）

　
一

八
七

〇
年
代
後
半
期
に

は

中
圏
漢
口

炭
が
上

海
市
場
に

も
た

　
ら
さ

れ
、

外
国
炭
の

輸
入
を

圧
迫
す
る
よ

う
に

な
っ

た
（

Oo

§
ミ

ミー

　
織
ミ

肉

§
ミ
隙

謎
M

沖

ω

げ
p
μ
σq
犀

鳳u
℃．

置
ロ。

〔
切
、

 

O
竈

ミ
斜

　
く
o
憎

HQ
。り

℃

』
 

 

〕

）

。

中
国
に

お

け
る
石

炭
業
に
つ

い

て

は

Φ゚

ρ

　
諺
犀

窪
¢

目
傷

｝
POo

昌

鼠
曄
oH

⇔

ρ

§’
鼠

卦
層

賢

に
O

山
U
も。

を

　
参
照

。

（

17
）

6
。

§

§

ミ
ミ
鼠

肉

魯
ミ
鴨

誌

迅
あ
げ

き
αq

冨
計

写

虞
O
（

鳴

℃
 ゚

　
O

霑
く

》、

＜
o
ド

同

ρ

ワ

島
O
）°

（

18
）

　
イ

ギ

リ
ス

の

中
国
及
び

香
港

　
へ

の

石
炭
輸
出
量
は

以
下
の

よ

う

　
で

あ
っ

た
。

（

19
）

冒
＜

o
昌
。゚℃
o

》

ミ
覧゜
も゚

蕗
9

（

20
）

　
沁

愚
ミ
咋

、

こ
§

蕁
恥

、

ミ，

　
町

偽

謡

Oo

ミ
ミ
帖

亀

§
ミ
助

ミ

き
恥

　
§
ミ
o

§
、

ミ
騎

曹
O
ミ
隷

職

丶
o
、

　
ミ
鳴

図
軸

ミ
丶

象
抽

〉
唱

它
”

象
図

　
（

ω

冨
ロ
ぴq
ゲ

巴
γ

ワ

這
 

（

切
、

坤

　
O
国
、

≧
錦

く
〇一゚

ざ

騨
φ

約
y

（

21
）

じり゜

》
〈°

〉
昌
αq
一

Φ

r

頴
丶

曼

香　港

　　　 トン

50， 69455

，71466

， 98271

，
　344

中

｝

ー年

　　　 ト ン

79，38049

， 37121

， 6917

， 560

1861〜65年平 均

1866〜 70　　〃

ユ871〜 75　　〃

1876〜80　　〃

長野 ， 前掲論文 ， 541頁 ， 第 5 表

よ り作成 。

団
鳴

ミ
軌．

、

越
骨
ミ
漁

い
ρ
μ
傷

OP

む
8や
憎

マ

ρ

G。

る゚

（

22
）

出
・゚

一

き

ご
ρδ

お−
認

P6

ミ
蓉．
肋

、

ミ
ミ
恥
蕊

臠

毳
§

勲
ミ
 

砺

笥

蕩

毳

ミ
ヘ

ミ
沖

頃

綻
く
殖
目

食

O
餌

旨
げ
H

置
αq
ρ

ζ
器
。゚

遣

お
縄

♪
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℃°
同

8
の

換
算
レ

ー

ト
に

よ

り
算
出

。

（

23
）

　

Oo

§
§

ミ
鼠

ミ

肉
恥

昼
O

試

ミ
ミ？
ω
げ
9
謬

Q
ず

巴゚

P

羇
H
へ

bロ
、

ヤ

　
O
融

ミ
簿

く
o一
」
尸

9
お
α
）°

安
場
氏
は

、

畝
川
鎮
夫
「

海
運

興

　

国
史
k

に

も
と

づ

き
、

一

八
八

〇
年
に

お
け

る
上
海
ー
長
崎
間
の

ト

　

ン

当

り
運

賃
は
二

・

六
五

ー
三

・

二

五
ド

ル

で

運
賃
の

石
炭
輸
出
価

　

格
に

対
す
る

比

率
は
八
四

パ

ー

セ

ン

ト
と
さ

れ

て

い

る

（

前
掲
報

　

告、

六
四

頁
）

が
、

カ
ッ

テ

ン

デ

ィ

ー
ケ

に

よ

れ

ば
、

開
港
後
に

お

　

け
る

長
崎
ー
上
海
間
の

石
炭
ト

ン

当
り
運

賃
は

約
二

。

五

ド
ル

で
、

　

輸
出

価
格
の

約
五

〇
パ

ー
セ

ン

ト

に
す
ぎ
ず
（

前
掲
訳
書

、

一

七
一

　

頁
）

、

石
炭
価
格
の

変
動
と
の

関
連
で

再
検
討
を

要
す
る

。

（

24
）

　
「

日

本
炭
が
、

そ

の

低
廉
性
と

供
給
量
に

よ
っ

て
v

申
国
炭
が

　

供
給
さ

れ
る
以

前
に
、

東
洋
市
場
で

地
位
を

確
立

す
る

こ

と
は

確
実

　

で

あ
ろ

う
。

」

（

O
も

ミ
ミ

ミ
ミ
ミ

肉

§
ミ
帖

誌
M

♪

2
騨
α亳

舘
帥

犀

 

℃

』
 

　
〔

切
、
、°
丶

謎
、
》

き

く
o一「
 》

歹
ω

e
）

　．
．
　

　

．−

（

25
）

　
Oo

§
ミ

ミ
ミ
ミ

肉
恥

辱
o

こ

ミ
こ”
ω
ず
撃

昌
ほp7

巴場
℃’

に
（

bロ
、

ヤ

　
O
亀
辷
く

餌

〈
o一．

欝
b

℃

鼻
お
）°

（

26
）

　
｝

八
七
五

年
に

長
崎
か

ら
輸
出
さ

れ
た

石
炭
一

六
四、

一

四
〇

　
ト

ン

の

う
ち
、

＝
一
一
、

．
四

九
九
墜

ン
．
（

七
四
パ

ー
セ

ン

ト
＞
i

は
高

　

島
炭、

四
二
、

六
四
一

ト

ン

（

二

六
パ

ー
セ

ン

ト
）

は

唐
津
炭
で

あ

　
っ

た
（

Oo

§

ミ

聴
鼠
ミ

沁
鳴

辱

ミ、

藁
N

抽

属
o
σq

器
9

器
も
 
GQ
〔

切

丶

簿

　
丶

》
、

》

≧

く
o一．
ρ

や

霧
帆

〕

）

。

日

本
炭
は
船
舶
用
以
外
に

も
「

工

作
場
諸

機
械
ノ

運
転
二

用
ヒ

」

ら
れ
て

い

た
（

『

東
京
日

々

新
聞
』

明

　
治
七
年
八

月
二

六
日

号
〔

『

新
聞
集
成
明
治
編
年
史
』

第
二

巻
、

一

九

　
八

頁
〕

）

が
、

大
部
分
は

船
舶
用
で

あ
っ

た
。

（

27
）

　
高
島
炭
は

船
舶
用
炭
と
し
て

は
、

二

五

ト

ン

分
が
ウ
ェ

ー

ル

ズ

　

炭
二

〇
ト

ン

分
に

相
当
す
る

と

推
定
さ

れ
て

い

た

（

O
も

§
§

ミ
鼠
ミ

　

肉
軸

魅

ミ
触

謎

鶏、
ω
げ
o

μ
αq
『

帥

 

唱’
Qo
α

〔

雨
、

挿
O
窺
丶

≧
銅

く
〇
一、
ざ

　

歹
 

ご
）

。

（

28
）

　
Oo

ミ
ミ

ミ
鼠
ミ

開
鳴

辱

ミ
肺

ミ
ミ旨

翼
効

σq
鶴

畧
圏喝
唱．

芻
（

鴨
、

ヤ

　
丶

鉢

、
郎

き

く
o
一’
ρ

℃。

匿
ゆ

）°

（

29
）

　
国
Φ

昌
H
団

O
駄
σ

但
 

卸

Oo
．

印

O
財
o

巳

爰℃

Z
獅
ゆq

器
9

的噛
戯

　

∪
Φ

ρ

HG
◎

齷
（

丶

ミ
捧噸

○

ぐ
刈

 
）°

（

30
）

　
OO

§
ミ

ミ
ミ
ミ

肉
鴨

魅

ミ
聾

謎
籍樋

Z
鶴

αq

霧
四

翫

も
』
G。

Q。

（

b口
、
 ．

　
丶

睡
、
郎
」

く墫

く
o一．
♪

や
ω
Oo
。

y

（

31
）

　
因
o
喝

o
二
　
げ

団

　
冨
罫

型
岳
砕
o

簿

　
o
昌

　
Oo

巴
　
竃
ご
Φ
ω

　

舞

　

閑
帥

顕
3
尸

団
Φ

伽

仙
o

る
O

ω
Φ

冨゚

Hc
。

胡
（

tロ
、

ヤ
丶

卜
、

国

き
＜
o
野

鈎

　
喝

」
津
）

及
び

切
Φ

勹

o

匿

9
竃
け

団

巨
β
犀
Φ

馨

op

甚
。

Oo

巴

　

冨
冒

＄
o
瓶

一

9
℃
釦

P
磯
 

像
島

Pb
⊃

N

諺
℃
H

漏
G。

誤
（

切
、

ヤ
丶

国
勺

国
〉
一

　
く
o
ド

《

℃°
叭

蓉
）°

（

32
）

　
OO

ミ
ミ

ミ
竄
ミ
　
肉
恥

幣

ミ
、

　

毳

さ
ー

ミ℃

累
9mQ

器
鉾

匠讐

℃°

罐

　
（

b口
 

 ．
丶

誤
、
冨
」

く
b

＜
O一゚

距

ワ
 

ooO

）隔
一
〇

ゲ
ロ

→
『
oH

昌
Φ

節

Oo
．

喝。

　
Oo

鋤

O
冒
。

巳
p
斜

ω
ぴ
9
昌

伊q
『

鉱恥
心

蜜
づ゜
HQ

。

謡

及
び

ト⊃

ド

Go
Φ

詈゚

　

お
訟
（

丶

ミ
臨”

O
ぐ
置
）“

（

33
）

　
旨

o
ぴ

昌

→
賦
o
「

夢
Φ

俸

Oo
、

°。

Oo

巴

O
謬
o

巳
β。

さ

ω
ぴ

餌

旨
αq
財
鋤

γ

　
 

02
．
ド
G。

認
b

卜σ

ω

09

」
Q。

謡’

820

〈

レ
QQ

齷
（

建
鍋
O
く
韻
Y

（

34
）

　
奪

ミ
‘

8
｝
℃

辱

舮

G。

甜
（

丶

ミ
》℃

O
ぐ

酎
）°

（

35
）

　
丶
守

ミ
」

卜冫
幽

O
Φ

P
μ

○。

α

9
尊。

竃
ゆ

弊

匪

○。

 

QQ

（

丶

ミ
銅

O
く
畿
）》

　
NO

諺
唱
目゜
同

c◎

弼堵
 

ω
Φ

讐゚

Ho
。

斟
　
（

丶

ミ
臨’

O
ド

＼

『

 
）℃
トっ
 

切
 

9
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幕末、明治初期に おける石炭輸出 の 動向 と上海石炭市場

　
HQ

。

お噸

ω
09

豸
同

Q。

刈

。。皆

卜。
刈

一

§
Φ

H
。。

『

し。℃

鵠

冒
ぞ

鬥

G。

謎
u

α

　
翼
o
＜°
ド

Q 。

認讐
Q。

Uo9

鬥

Q。

お
（

丶

ミ
銅

O
＜
誤
Y

（

36
）

　
門

ぎ
δ
ρ

空
。

。

節

Oo
げ

O
。

巴

O
躍
。

巳
麟

さ

ω

冨

品
訂
ご

　
＝

閃
o
げ゜
H
◎。

刈

距

G。

〉
唱
【嘲
HQ
。

『

♪

ら

Qっ

 

讐
」
G。
¶

♪

目

Q。

Zo
＜

」
Gc

置

　
（

丶

ミ
鋲

O
く
謡
ソ

四

　
日

本
の

石
炭
輸
出
の

動
向

　

幕
末、

明
治
初
期
に

お
け

る
石
炭

輸
出
は
、

極
東
貿

易
の

拡
大
と
そ

れ

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
1
）

に

と

も
な
う

極
東
石
炭
市
場
の

拡
大
化
の

中
で

展
開
さ

れ
た

。

石
炭
輸
出

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　（
2
）

統
計
に

つ

い

て

は

『

日

本
貿

易
精
覧
』

が

あ
り

、

最
近
で

は
明
治
ニ

ー
一

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
ハ
3
“

四

年
に

つ

い

て

合
津
健
治

氏
の

検
討
し
た

も
の

が

あ
る

が
、

こ

こ

で

は
開

港
以
降
の

連
続
系

列
を
み

る
た
め

に

『

英
国
領
事
報
告
』

に

も
と

つ

い

て

新
た
に

作
成
し
た

第
五

表
を

掲
げ
る

こ

と

に

す
る
。

こ

れ
は
海

外
に

輸
臨

さ

れ
た

石
炭
の

み

の

統
計
で

あ
る

が
、

石
炭
輸
出
の

中
心

は
長
崎
で

、

一

八

六
七

−
八

〇
年
平
均
で

約
九
七
パ

ー

セ

ン

ト

が

長
崎
か

ら

輸

出

さ

れ

た
。

石
炭

輸
出
量
は

、

｝

八
六
五

ー
七

〇
年
平
均
で

約
三

。

三

万
ト

ン
、

一

八

七
一

−
七

四
年
平

均
九
万
ト

ン
、

→

八
七
五

−
七
七

年
平

均
一

六

万

ト
ン

、

一

八

七
八

−
八
〇
年
平
均
二

二

・

六
万
ト

ン

と

急
速

に

増

加

し

ハ
4
げ

た
。

長

崎
に

お
け
る

輸
出
炭
の

ト

ン

当

り
単
価
は

、

第
六
表
に

示
さ
れ
て

い

る

よ・
つ

に

五

ド
ル
晶
剛

後
で

あ
っ

た
。

石…
灰

価
格
の

変
動
は
、

上噛
撫

石
炭

市
場
に

お

け
る

輸
入
石

炭
価
格
の

変
動
（

前
掲
第
一

図
）

と

ほ

ぼ
一

致
し

て

お

り
、

長

崎
に

お

け
る

石
炭

価
格
は

、

上

海
石
炭
市
場
に

お
い

て

他
の

外
国
炭
と
の

相
対
的
関
係
に

よ
っ

て

決
定
さ

れ
る

価

格
動
向
に

よ

っ

て

規

定
さ
れ
て

い

た

と

言
え
る

。

　
P
＆

O
汽
船
会
社
は
一

八

五

九
年
に
上

海
−
長
崎
間
に

定
期
航
路
を

開

設、

六
四

年
に

は

横
浜
ま
で

拡
張
し
、

翌
六
五

年
に

は
フ

ラ

ン

ス

の

帝
国

郵
船
会
社
が

上
海
ー
横
浜
間
に

定
期
航
路
を

開
設
し
た

。

ア

メ

リ
カ

の

太

第 6 表 　長 崎に お ける輸 出炭価格

　　　　　　　　　 （トン 当 り）

格価年格年 1価
　 ドル

5，095
．004

，504
．273

．913

．78

187518761877187818791880
　 ドル

4．004
．504

，996

．005

．　005

．OO

186918701871187218731874

註　第 5表よ り作成。

平
洋
郵
船
会
社
も
一

八
六

七

年
に

サ

ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

ー
香
港
間
に

定
期
航
路

　
　

　（
5
）

を

開
設
し
、

長
崎
は

上

海

−
横
浜
間
の

唯
一

の

石
炭

補
給
港
で

、

大
型
の

蒸
気

　
　

　
　
　
　
　（
6
）

船
が

月
六

回
寄
港
し
た

。

こ

う
し
て

長
崎
に

お

け

る

石
炭

需
要
は

寄

港
船
舶
用

と
中
鬮
へ

の

輸
出
に

支
え

　
　
　

　
（
7

ゾ

ら
れ
て

増
大
し

、

石
炭
は
長
崎
に

お

け
る
「

輸
出

貿
易
の

最
も

重
要
な

部

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
ρ
8

）

門
」

で

あ
る

と

言
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ

た
。

　
一

八

六
〇
！
八

〇
年
に

長

崎
に

入

港
し
た

船
舶
数
及
び

総
ト

ン

数
は

第

七
表
の

通
り
で

あ
る

。

船
舶
数
は
六
七

年
以
降
ほ
ぼ

三

〇
〇

隻
前
後
で

停

（579）
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幕末 、 明治初期 にお ける石 炭輸出の 動 向と上 海石炭 市場

第 7 表　長崎入 港船舶 数及 び総 ト ン 数　 186G〜 1880

入 港 船 舶年入 港 船 舶年入 港 船 舶年

　　　　 トン

260， 816

276，41．5

180，243

144， 07
’
3

182，477

159，ユ08

199， 109

287

296

277

241

274

252

282

1874

1875

ユ876

1877

1878

1879

1880

　　 　　 トン

105， 213

120，826

216，918

246， 272

245，248

238，504

281，298

　 隻

294

256

350

321

245

255

328

1867

1868

1869

1870

1871

1872

1873

　　　 トン

39， 497

54，986

69，　945

76， 289

69，059

67，267

講

躍

肥

蜘

202

216

1860

1861

1862

1863

1864

1865

1866

註 沿岸貿易 は除かれて い る 。

t一は 記載な しを示す 。

（資料） Commercial 　Report，　Nagasaki 各年よ り計算作成 （BPP ，　IAPAIV，
　Vol

　　　　4，　pp ，30，60， 153， 196， 224， 320， 375−6， 456−9， 594−7．　 Voi ．5，
　pp ．47−8．181−4

　　　　 420−22，521，　658．Vol ．6，　pp ．137，327，477， 633， 731）

第 8表 蒸 気船及 び帆 船 の 比 率 （イギ

　　　　 リス 船 を除 く）

船帆船気蒸年

　　　　ト ン

18，448

25， 196

32，
　044

18，042

19， 250

25， 613

　　隻

59

83

107

57

42

55

　　　　 トン

43，908

ユ16，735

ユ72， 721

195， 958

183，
　813

199， 938

　 隻

41

71

98

106

106

132

1868

1869

1870

1871

1872

1873

（資料）　Cemme7cial 　RePort
，
　Nagasaki 各年

　　　　 よ り計算作成 （BPP ， ノAPAN ，
　Vol ．4，

　　　　 pp ．376， 459， 597．　 VoL 　5，
　pp ．48，183，

　　　　 422）

滞
的
で

あ
る
。

こ

の

う
ち

蒸
気
船
の

し
め
る

割
合
に

つ

い

て

は

正

確
に

知

る

こ

と
は
で

き
な
い

が
、

イ

ギ
リ

ス

船
を

除
い

た

外
国
船
舶
に

つ

い

て

は

知
る
こ

と
が
で

き
（

第
八

表
）

、

蒸

気
船
の

増
大
の

著
し
い

こ

と
が
う
か
が

わ
れ
る

。

　

　

　

　

（
9

》

次
に

国
内
生
産
と

石
炭
輸
出
の

関
係
を

見
る

と
、

一

八

七
四

年
に

お

け

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

憩〕

る

石
炭
産

出
高
は

約
二
一

万
ト

ン

で
、

同
年
の

輸
出

量
は

約

二

万
ト

ン

で

あ
っ

た
か

ら
、

国
内
生
産
の

約
五
畳

パ

ー

セ

ン

ト
が

輸
出
さ
れ
た

こ

と

に

な

り
、

一

八
ヒ
五

−
八

〇
年
で

も
平

均
し
て

国
内
生
産
の

約
三

分
の
一

35　（581）
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ロ　

が

輸
出
さ
れ

て

い

た
。

明
治
初
期
に

お

け
る

国
内
の

主

要
炭
鉱
は

高
島
及

び
三

池
で

、

両
者
で

圜

内
総
生
産

量
の

三

〇
1

四

〇
パ

ー

セ

ン

ト

を

し
め

　

　（
12
）

て

い

た
。

　

隅
谷
三

喜
男
氏
は

、

輸
出
に

お

け
る
三

池、

高
島
の

役
割
に

注
目
し
な

が

ら
も

、

明
治
一

〇
年
以
前
に

お

い

て

は

「

三

池
の

意

義
は

小
さ

く、

高

島
の

比
重
も
そ

れ
ほ

ど

高
く
は

な

か
・

左
と
さ

れ
て

娠
羅

・

三

農
の

輸
出
が

急
増
す
る
の

は
一

八
七

六
年
以
降
で

あ
る

か

ら
別
に

し
て

、

こ

こ

で

は

高
島
炭
の

石
炭
輸
出
に

し
め
る

位
置
づ

け
に

つ

い

て

再
検
討
し
て

み

よ

う
。

　
一

八
七
二

年
に

お
い

て

長

崎
港
で

販
売
さ

れ
た

石
炭
は

＝

七
、

四

九

九
ト

ン

で
、

そ
の

内
訳
は
第
九
表
の

よ
う
で

あ
っ

た
。

上

海
及
び
他
の

中

国
諸
港
へ

の

輸
出
量
は
五

四
、

○
OO

ト

ン

で
、

こ

れ
は

第
五

表
の

輸
出

量
に
一

致
し
、

ま
た

同

年
の

上
海
に

お
け
る

日

本
炭
の

輸
入
量
は

約
四
万

卜
・

、

同
年
末
の

上
海
で

の

貯

屡
量

竺
万
ト

ン

強
で

あ
・

娩
か

ら
・

一

八
七
二

年
に

は

大
部
分
の

石
炭
が

上

海
に

輸
出
さ

れ
て

い

た

と

言

え

る
。

こ

の

う
ち

横
浜
に

移
出
さ

れ
た

石
炭
の

大

部
分
は
太

平
洋
郵
船
会
社

　
　

　
　

　
　

　（
15）

用
と

し
て

用
い

ら
れ

、

三

九
、

〇
九
九
ト

ン

、

す
な

わ
ち
長

崎
で

販
売
さ

れ
た

石
炭
の

約
三

三
・

三
パ

ー

セ

ン

ト

は

太
平

洋
郵
船
会
社

用

と

し

て

用
い

ら
れ
た

。

こ

れ
に

軍
艦
を

含
む

他
の

蒸
気
船
舶
用
炭
を
加
え
る

と
、

六
三
、

四

九
九
ト

ン
、

す
な

わ
ち

長
崎
で

販
売
さ
れ
た

石
炭
の

五

四
パ

ー

第 9 表　長崎に お ける石炭販売 の 内訳 （1872年）

輸 移 出 上 　 　 　 　 　 　 海

他 の 中 国 北 部 諸 港

横 　 　 　 　 　 　 浜

長崎で 船舶用炭 と して 販売

太 平 洋 郵 船 会 社 用

他 の 蒸 気 船 舶 用

軍 　 　 　艦 　 　 　用

　 トン

48， 0006

，　OOO12

， 000

27， 49912

，00012

，
　OOO

合 計 117，499

（資料） Commercial 　 Report　 1872
，
　Nagasaki

，
　P ．64

　　　 （BPP ，
　fAPAN ，

　Vol ．5，
　p．ユ72）

セ

ン

ト

は

国
内
で

主
と

し

て

外
国
船
舶
用
と
し

て

用
い

ら
れ
た
こ

と
に

な
る

。

し
た

が
っ

て
、

輸
出

炭
を
船
舶
用
と
み

な

し
、

こ

れ
を
外

圉
船

舶
用

炭
と

合

計

す

る

と
、

一

八
七
二

年
に

長

崎
で

販
売
さ

れ
た

石
炭

の

大
部
分
は

外
国
船
舶

用
燃
料
と
し
て

用
い

ら

れ
た

こ

と
に

な
る
。

　

高
島
炭
は

す
で

に
一

八

六
〇
年
か
ら
ジ

ャ

ー

デ

ィ

ン

・

マ

ゼ

ソ

ン

商
会
の

委
託
を
う

け
た

グ
ラ
バ

ー

商
会
の

手
に

よ
っ

て

長
崎
か
ら
上

籍
輸

輿
売
却
さ

れ
て

濫
w

鯉
当

禦
ら
船

觜

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

か
　

燃
料
炭
と

し

て

注
目
さ

れ
て

い

た
。

高
島
炭
鉱
が

近
代
的
炭
鉱
と

し
て

発

展
す
る

の

に
、

グ
ラ
バ

ー

と

佐
賀
藩
の

間
で

契
約
が

締
結
さ

れ
た
一

八
六

八

年
半
ば
以
降
の

こ

と
で

あ
り

、

高
島
炭
鉱
は

共
同
企

業
と

い

う
形
は

と

っ

て

い

た

も
の

の
、

実
質
的
な

販
売
権
は
グ
ラ
バ

ー

の

手
に

握
ら
れ
て

い
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第 10表　高島炭の 売捌状況　 1873〜1880 （単位 ト ン）

総 計 iス トッ ク

（各年末）

長崎で

の売却

横浜 へ

の 移出

出輸

計
他の 中
国諸港

82，600

123，734

92，049

ユ41，772

150、、544

246，281

16，528

21．
　e57

23， 11工

23，522

78，506

14，　358

2，237

2， 6721　46， 647
−

　　　63， 314（2）
−

　　　77， 449（2）
−

　　118， 580〔2）

28，
　052

42，　991

42， 730
　 　 　 　 　 　 1

57， 401

73， 095

104，　590

　 795

5，013

上 　海 香　港

27調
25，Q46「　12， 932

年

16， 848」　 19， 5171　　6，365
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 v

　　　　　　　　57， 401
　

　　　　　　　　73，
　095

　

　　　　　　　1Q4，590

1873

　　75

　　76

　　78

　　79

　　80

註 　（1） 他の 中国港に輸出され た石炭を含む　　  　他 の 日本 鬮 内の 諸港を含む

　　　なお 、 数字の不
一

致の とこ ろは そ の ままに した 。

（資料） Co ？nmercial 　 RePort
，
　Nagasaki 各年に よ り作成 （BPP ，

　fAPAN ，　Vol

　　　　5， pp ．410， 649。　Vol．6，　pp ．129，469，626，726）

第11表　高島炭の 輸出及 び 国 内販

　　　　売 の割合 （％）
｝

計
国内諸港
で の売却

海外諸港
へ の輸 出

年

10C．0

100．　0

100．0

100．0

100．0

100．　0

57．5

65，3

53．　6

52．4

51．4

53．1

42．5

34．7

46．4

47．6

48．6

46．9

1873

　　75

　　76

　　78

　　79

　　80

（

18）た
。

　
第
一

〇
表
及
び

第
一
一

表
は

高
島

炭
の

売
捌
状
況
及

び

ス

ト

ッ

ク

分
を

除
い

た

輸
出
分
と

国
内
で

船
舶
用
と

し

て

売
却
さ

れ
た

石
炭
の

割
合
を

示

し
て

い

る
。

高
島

炭
の

石

炭
輸
出
に

し
め

る

割
合
は

、

一

八
七
七

年
以

前
に

お
い

て

二

六

…

二

九
パ

ー

セ

ン

ト

で
、

七
七
年
以
降
の

二

九
ー

三

八
パ

ー

セ

ン

ト

に

比

較

す
る
と

若
干
低
く
な
っ

て

い

る

が
、

こ

れ
は
七
七
年

以
前
に

お
い

て

は
長

崎
、

横
浜
で

の

売
却
に

比
重
が
お

か

れ
て

い

た

た

め

で

あ
つ

た
。

長

崎
で

船
舶
用
と
し
て

売
却
さ

れ
た

石
炭
は
主
と
し
て

高
島
炭
で

あ
っ

た

と

推
定

さ
れ
る
の

で
、

こ

れ

ら
を

広
義
の

輸
出
に

含
め
、

さ
ら
に

上

海
石

炭
市

場

で

の

動
向
を

考
え

合
わ
せ

れ
ば、

幕
末

、

明
治

初
期
に

お
け
て

高
島
炭
が

石

炭
輸
出
に

し
め
て

い

た

比
重
は
圧

倒
的
で

あ
っ

た
と

推
測
さ
れ
る

。

こ

の

期
間
平
均
す
る

と
、

高
島
炭
の

四
四
パ

ー

セ

ン

ト
は

輸
出
さ
れ

、

五

五

パ

ー
セ

ン

ト

は

国
内
諸
港
で

用
い

ら
れ
た

。

つ

震

り
、

高
島
炭
は

極
東
石

37　（583）
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炭
市
場
（

上
海

、

香
港
）

へ

の

輸
出
と

、

長
崎
で

の

販

売
に

支
え

ら
れ

、

そ

の

五

〇
パ

ー

セ

ン

ト

弱
は

長
崎
で

亮
却
さ
れ
た

。

　

高
島
炭
は

日

本
炭
と

し
て

最
良
質
で

あ
る
ば
か

り
で

な

く、

オ

ー
ス

ト

　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

19
）

ラ

リ
ァ

炭
、

中
国
炭
に
比

較
し
て

も

良
質
で

、

最
上
の

イ

ン

グ
ラ

ン

ド

炭
、

ウ
・

↓
ズ

炭
・

匹

敵
し

範

罷
津
バ
高
島
炭
は

・

長

瞳
蠶
す

る
フ

ラ

ン

ス
、

ア

メ

リ
カ
、

ロ

シ

ア
、

ド

イ
ツ

の

軍
艦
の

た

め

に
ほ
ぼ
独

占
的
に

用
い

ら
れ
た

。

イ

ギ

リ
ス

の

場
合
も
同
様
で

あ
っ

た

が
、

高
島
炭

が

供
給
不
足
の

と
き
は
、

長

期
契
約
に

よ
っ

て

イ
ギ
リ
ス

及
び

オ
！

ス

ト

ラ

リ
ア

か

ら
供
給
を
あ
お

い

で

い

た
。

 

八

六
九
年
に

は
イ

ン

グ
ラ

ン

ド

炭
が

海
軍
用
と
し

て

直
接
イ

ギ
リ
ス

か

ら

輸
入

さ
れ
た

が
、

日

本
炭
が

良

質
で

し
か
も

低
廉
で

あ
っ

た

た

め

に
、

二

〇
〇
1

三

〇
〇
ト

ン

が

費
用
価

格
以
下
で

売
却
さ

れ
な

け
れ
ば
な

ら
な

か
っ

焔
四

　

明
治
初
期
の

石
炭
の

市
場
は

塊
炭
を
ベ

ー

ス

と
す
る

も
の

で
、

粉
炭
は

　

　
　

　
　
　
　
　

（
盟）

坑
内
に

遣
棄
さ
れ
て

い

た

が
、

粉
炭
使
用

法
の

研
究
が
進
む
に

つ

れ
て

、

高
島
の

粉
炭
も
三

菱
汽
船

、

太

平
洋
郵
船

や
東
西

汽
船
会
社
に

よ
っ

て

使

　

　
　

　
　
　
　
　

へ

23）

用
さ
れ
る

よ

う
に

な
っ

た
。

　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　
（

綴）

　

高
島
炭
の

価
格
は

七

ー．
八

ド

ル

の

間
を
変
動
し
て

お
り

、

｝

八

七

六
年

五

月
ー

七

月
平
均
で

平

均
生
産
費
は

三
・

五
九
ド

ル

で
、

塊

炭

は

七

ド

　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

25
）

ル
、

粉
炭
は
四
。

五
ド

ル

で

亮

却
さ

れ
て

い

た
。

　
最
後
に

長
崎
か
ら

上
海、

香
港

、

横
浜
各
港
へ

の

運
賃
を

見
て

お
こ

う

第 12表　長崎か らの 運賃 （
一

般貨物 ， ト ン 当 り） （単位 ドル ）

浜横港香

・

海上

船 1 蒸 気 船蒸 気 船 帆船帆船 ｛ 蒸 気 船帆

．

＼
＼

年

　 　 6

　 　 6

1．5〜 3（2）

「 ，

　
　

ω

　
6

　
8

　
10

　
　
　
　
　
〜

　
　
　
　
　
8

2．25〜3〔2）7〜 8

5
　
55

　
4
　
5

　

　
ヨ

　

　
〜

　

　
3

4

4

磁

器

　
　
　
　

3

 

　 　 3

2〜2．5

　 2，5

0．6〜 2

1868

　　69

　 70

　 75

註　（1｝

　　（2）

　　（3）

（資料）

上海あ る い は横浜経由 。

帆船 と蒸気船の 数値が逆 と思われるが その まま と した 。

安場保吉氏に よれば石炭 の 運賃は
一

般貨物に 比較 して 若干低廉で あ っ た と

い うこ とで ある 。

Commercial 　RePort ，　Nagasaki 各年 よ り作成 （BPP ，み4P14現 Vol．4，

pp ．377， 442，584　．　Voi ，5，　p ．36）
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（

第
一

二

表
）

。

一

八
六
八
年
と
一

八
七
五

年
を

比
較
す
る

と
、

長
崎

丁

上
海
間
の

運

賃
は
、

蒸
気
船
の

場
合
四
ド

ル

か
ら
ニ

ー
二

．

五

ド
ル

に
、

帆
船
の

場
合
三

ド

ル

か
ら

○
・

六
ー
ニ

ド

ル

に

下
落
し
、

一

八
六

九
−
七

〇
年
に

は

長
崎
…
上

海
の

間
の

運
賃
は

、

長
崎
−
横
浜
間
の

運

賃
に

比

較

し
て

、

蒸
気
船
を
使
用
し

た

場

合
で

も
三

分
の

二

で

す
み

、

横
浜
に

移
出

す
る

よ

り
も
上

海
に

輸
出
す
る
方
が

有
利
で

あ
っ

た
。

こ

の

こ

と

は
、

一

八
七
五

年
に

お
い

て

も
、

差
は

縮
ま
っ

た

と

い

う
も
の

の

依
然
と
し
て

変

　
　
　
　
　
（
26
）

わ
ら
な

か
っ

た
。

註
（

1
）

　
『

横
浜
市
史
』

資
料
篇
二

（

日

本
貿
易
統
計
）

に

よ
れ
ば
、

一

　

八
八
〇
年
に

お

け
る

石
炭
輸
出
量

＝一
＝

、

九
六
二

ト

ン

の

う
ち
一

　
二

二
、

六
〇
四
ト

ン

（

九
二

・

九
パ

ー

セ

ン

ト
）

は

中
国
に

輸
出
さ

　

れ
て

い

た

（

一

九
五

頁
）

。

（

2
）

　
同

書
、

一

〇
六
頁

。

一

八

六
八
年
以

降
塊
炭
及
び

船
用
の

二

項

　

目
に

わ
け
て

記

載
さ
れ
て

お

り、
　
『

英
国
領
事
報
告
随

と

比

較
す
る

　

と
、

両
者
の

合
計
は
一

八

七
六
年
以
降
に

つ

い

て

は
ほ

ぼ
一

致
し

て

　

い

る
。

（

3
）

　
今
津
健
治
「

明
治
ニ

ー
一

四
年
石

炭
輸
出

統
計

資
料
」

（

『

エ

ネ

　

ル

ギ
ー

史
研
究
ノ

ー

ト
』

第
一

号、
　一

九
七
三

年
）

、

二

七
i
、

三

五

　

頁
。

（

4
）

　

長
崎
港
に

お

け
る

石
炭

輸
入
は
一

八
亠

ハ

五
年
以
降…
明・
ゆ

か
に

な

　

る
が

、

多
い

年
で

も
三
、

○
○
○
ト

ン

前

後
で

あ
っ

た
。

（

Oo

§，

　
ミ

ミ
鼠
ミ

開

§
ミ
き

翼
節

σq

器
騨

臨

各
年
）

。

（

5
）

　
以
上

、

今
津
「

九

州
に

お

け
る

近

代
産
業
の

成
立
」

、一
．

六
九

、

　
二

七
一

頁
。

（

6
）

（

7
）

o

§
ミ

ミ
ミ

陶

愚

ミ
丶

遠
毳
ン
・
σ・

舘

畿
二、・

　
 
 

（

b口
、

、°
丶
》
、

》」
く墟

く
o一゚

♪

℃

娯
虹
心

ソ

（

8
）

　

9
ミ

§

ミ
賦
ミ

肉

電
ミ
、

誌
ミ、

2
鵞
塁
ゆ

匠

も
」
刈

（

馳
、

 

　
丶

》
 
》
」

く讐

く
o一．
μ

ワ
mqO

団

）°

（

9
）

　
隅
谷
氏
に

よ

れ
ば
、

幕
末
、

維
新
期
の

石
炭
生
産
量
は

約
四

〇

　

万
ト

ン

で
、

用
途
別
内
訳
は

塩
浜
用
二

五

i
三

〇
万
ト

ン
、

外
国
船

　

用
（

含
輸
出
）

七

i
八
万
ト

ン
、

軍・
事
用

六
万
ト

ン

で

あ
っ

た

と

推

　

定
さ
れ
て

い

る

（

隅

谷
、

前
掲
書

、

九
八
、

九
九
頁
）

。

こ

の

数
字
は

　

イ

ギ

リ
ス

側
の

鉱

山
調
査
に

よ

る

推
定
石

炭
生
産
量
三

九
万
ト

ン

に

　

ほ

ぼ
一

致
し
て

い

る

（

”
o
℃
oH

轡

び
矯

窰
民゜

団

ご
p
吋
 

馨

o
旨

芸
 

　

冨
ぢ
Φ
の

o
｛

臼

碧
擘
〔

切

、
、’
丶

醇
、
》
」

く爐

く
o一゚

ρ

℃°
駆
虧
 

〕

）

。

rtN14

丶 ノ

（ 　　（ 　　（ 　　（

13　12　11　10
） 　　） 　　） 　　）

『

明
治
工

業
史
』

鉱
業
篇

、

昭

和
五

年
、

六
五

六
頁

。

玉
城

、

前
掲
書、

二

七
七
頁

。

『

明
治
工

業
史
』

鉱

業
篇、

六
五
六

…
六
五

九
頁
よ

り
計
算。

隅

谷
、

前
掲
書

、

一

八
五

頁
。

｝

07

詳

8
げ
o

蕁
o

帥

Oo
、

。・

ω

冨
農
冨…

Oo

巴

竃
蝉

時
‘う冖

　
因

畠
o

畧

8H
日

。゚

お

レ
O

匂

譽‘
ド
。。

吋

。。

（

丶

ミ
鋲

○

ぐ

胡
Y

（

15
）

　
9
§

§

ミ
ミ

ミ

沁

§
ミ
怖

丶

ミ
NZ

品
p
ω

p

鉾
ワ

罐
（

bq
、
、・

　
丶

毎
℃
添

宅”

＜
〇一。
ρ

唱゜

黠
N
）°

（

16
）

　
竃
。

竃
黷
9
さ
．

→
げ
。

→

跨
霧
窯
日
偶

窰
言
Φ
、・

P
謡
ρ

（

17
）

9
団
o

芦

し轡

こ
譜
§

§
職

丶

息
§
気
。b

鵠
へ
霙
“・

○

風
。
猷

拝
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〜

　

9
鎚
Φ

鐸
島

o
め

℃

器
。・

9
μ

8P

℃°
G。

8°

（

18
）

江
頭
恒
治
「

高
島
炭
坑
に

お
け
る

日

英
共
同
企

業
」

（

『

幕
末
経

　

済
史
研
究
』

、

有
斐
閣、

昭
和
一

〇
年

、

所
収
）

、

四

七
頁

。

高
島
炭

　

鉱
に

つ

い

て

は
、

服
部
一

馬
「

高
島
炭
坑
と
ジ

ャ

ー

デ

ィ

ン

曜
マ

ジ

　
ス

ン

商
会
」

（

『

近

代
化
と
工

業
化
』、

　一

条
書
店、
　一

九
六

八
年、

　

所
収
）

、
水
沼
知
一

「

明
治

前
期
高

島
炭
鉱
に

お
け
る

外
資
と
そ

の

排

　

除
過
程
の

特
質
」

（

『

歴

史
学

研
究
』

第
二

七
三

号
、

一

九
六
三

年
）

　
を

、

ま
た

高
島
炭
の

販

売
計
画
に

つ

い

て

は
、

武
野

要
子
「

高
島
炭

　

坑
と

佐
賀
藩
」

　
（

秀

村
他
編

、

前
掲
書

、

所
収
）

を

参
照

。

（

19
）

o

§
§

ミ
鼠
ミ

勘

愚
ミ

＝
霙
』→

z
品
器

島
ど

o°
ω
G。

（

し曝

、
勺゚

　
丶

捧
 

卜

≧

＜

9°
メ

 
H

紹
）。

（

20
）

　
O
も

ミ
§

ミ
鼠
ミ

匍

愚
ミ
味

丶

象
N層
宕
p
σq
缶

器
鉱

も
』
ω

Q。

（

鴨

、

ヤ

　
丶
臥

℃

墨

き

く
o
ド

《

や

詑
 

y

（

21
）

　
O
も

ミ
ミ

ミ
瓮
ミ
　
肉

§
ミ
悔

　

ミ
亀
ー

ミ噛

2
薗

鵬

鬱
卑

ぼ℃
　
P
晶

o。

　
（

鳴
、
、量
丶

卜
、
」

き

く
o
尸

♪

噂゜
虧
ω

 
）．

（

22
）

　
木
下
悦
二

『

日

本
の

石
炭
鉱
業
』

、

日

本
評
論
新
社、

昭

和

三

　
二

年
、

ニ

ニ

頁
。

（

23
）

　
Oo

ミ
§

ミ
ミ
ミ

霜

愚
ミ
、

誌
謡

b2

帥

願

塁
⇔

町

も゚

零
（

馳
 

℃「

　
丶
詠
℃
臥

≧

＜
o一．
仰

ワ
O

お
）．

（

24
）

　

ζ
o］
≦

塁
器
磐
、

→

冨
→
鷦

犀

器
ぼ
罎
卑

竃
汐
 

．回
b

』
漣゚

（

25
）

　
象

ミ
‘

 
b二

bQ
ρ

（

26
）

　
一

八
七
五

、

七
六

年
に

お
け
る
三

菱
会
社
と

太
平
洋
郵
船
会
祉

　
及
び

P
＆

0
汽
船
会
社
と
の

競

争
に
つ

い

て

は
、

山
口

和
雄
「

明
治

　
初
期
の

外
国

海
運
と
三

菱
会
社
」

　
（

中
村
他
編
『

世
界
経
済
分
析
』

、

岩
波
書
店

、

一

九
六
二

年
、

所

収
）

、

一

四
三

ー
一

五

四
頁、

ま
た
運

賃
切
下
げ
競
争
の

意
味
に

つ

い

て

は
、

網
器
q
げ

碧

o

§

賦
咋゜

及
び

安
場
保
吉
「

海
上
輸
送
と
工

業
化
！
序
説
1

」

　
（

秀
村
他
編

、

前
掲

書、

所
収
） 、

二

六
五

ー
二

六
八

頁
を

参
照

。

五

結
び

に

か

え
て

　

極
東
ア

ジ

ア

石
炭
市
場
の

形

成
は
、

中
国、

日

本
の

開
港
と
、

一

九

世

紀
半
ば
に

お

け
る

交
通
運

輸
革
命、

と

く
に

蒸
気
船
に

よ
る
海
上
輸
送
の

発

展
と

海
上

輸
送
網
の

確
立
と
い

う
す
ぐ
れ
て

世
界
的
規

模
で

の

資
本
主

義
の

発
展

段
階
を

背
景
と
し
て

い

た
。

日

本
の

石
炭
業
も
こ

う
し
た

極
東

に

お
け
る

貿
易
の

拡
大
と
そ

れ
に

と
も
な
う

石
炭

市
場
の

拡
大
の

申
で

、

西

洋
式
採
鉱
技
術
の

導
入

に

よ
っ

て

著
し

い

発

展
を
み
た

の

で

あ
る

。

　

石
炭
に

対
す
る

需
要
が
主
と
し
て

石
炭
の

質
、

供
給
可
能
量、

価
格
に

依
存
し
て

い

る
と
す
れ
ば

、

高

島
炭
を

主
と
す
る
日

本
炭
の

場
合

、

船
舶

燃

料
用
と
し
て

上

質
で

、

極
東
石
炭

市
場
で

の

需
要
に

見
合
う
供
給
が

可

能
で

あ
り

、

さ
ら
に

価
格
も
低

廉
で

あ
っ

た
の

で
、

日
本
炭
に

対
す
る

需

要
が

高
ま

り
、

し
た
が
っ

て

輸
出
が

増
加
し
た

の

は

む
し

ろ
当
然
の

ζ

と

で

あ
っ

た
。

こ

う
し
て

日

本
炭
は

、

幕
末

、

明
治
初
期
に

お
い

て
、

上
海

石
炭
市
場
で

他
国
炭
と
の

競
争
に

打
ち

勝
ち
、

絶

対
的
優
位
性
を

確
立
す

る

こ

と
が

で
き
た

の

で

あ
る
。

　
｛

八
七
六
年
以
降
の

上
海
石
炭
市
場
に

お
け
る

日

本
炭
輸

入

の

増

大
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幕末 、 明治初期に お け る石炭輸出の 動向と上海石炭市場

は
、

三

池

炭
輸
入
の

増
大
に

よ
る
と
こ

ろ
が

大
き
か
っ

た
。

三

井
物
産
は

一

八

七
六
年
に

宮
営
三

池
炭
の

海
外
委
託
販
売
契
約
を

結
び

、

翌

七
七
年

に

は

上

海
支
店
を

設
置
し
て

販
売
の

増
大
を
は

か

り
、

石
炭
販
売
の

中
心

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　（
巴

を
次
第
に

国
内
か
ら

海
外
へ

切
り
換
え
な

が
ら
、

上
海

、

香
港
両
石
炭

市

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　（
2
）

場
に

お
い

て

高
島
炭
を

圧
迫
し
て

い

っ

た
。

こ

う
し
た

三

井
物
産
の

石
炭

輸
出
を

中
心
と

し
た

貿

易
業
へ

の

進
出
は

、

官
業
払
下
げ
の

過

程
を

経
る

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　（
3

）

こ

と

に

よ
っ

て
、

財
閥
形

成
へ

の

槓
杆
と

し
て

の

役
割
を

果
し
た

。

註
（

1
）

　
田

中
修
「

工

部

省
所
管
事
業
の

払
下
げ
と
三

池
炭

鉱

の

払

下

　
げ
」

　
（

大
塚
他
編
『

資
本
主
義
の

形

成
と

発
展
』

、

東
大
出
版
会、

一

　
九
六
八

年、

所
収
）

、
八
一

頁、

第
一

〇
表

。

隅

谷
、

前
掲
書

、

＝
一

　
一

、

　

八

七
頁

。

（

2
）

　
隅

谷
、

前
掲
書

、

一

八

七
頁

。

（

3
）

　
柴
垣
和

夫
『

日

本
金
融
資
本
分

析
」

、

束
大
出

版
会

、

一

九
六
五

　
年

、

五

四

頁。

官
業
払
下

げ
に

つ

い

て

は
、

小

林
正

彬
『

口

本
の

工

　
業
化
と

官
業
払
下

げ
』

、

東
洋
経
済
新
報
社、

昭
和
五
二

年
を

参
照

。

　

（

本
稿
は
昭
和
五

十
二

年
十
二

月
に

開
催
さ

れ
た

QEH

第
四
団
コ

ン

フ

ァ

レ

ン

ス

に

お

け
る

報
告
に

加
筆
し
た

も
の

で

あ
る

。

作
成
に

あ
た
っ

て

は

正

田

健
一

郎
教
授、

ロ

ン

ド
ン

大
学
の

団

8h

宅．
○°

切
 

芻一
Φ
矯

及
び
］
≦
一

累

切゚

諺゚

の

8
葺

か

ら
有
益
な

助
言
と

助
力
を
い

た

だ
い

た
。

ま
た
コ

ン

フ

ァ

レ

ン

ス

の

席
上

、

新
保
博
氏

、

安
場
保
吉
氏

、

山
本
有
造

氏
よ

り

貴
重
な

コ

メ

ン

ト

を
い

た

だ
い

た
。

）
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 These  decuments  are  very  useful  for studying  a  local community  and  a

civil  common  law. This  paper  gives a  preliminary  analysis  of  lecal gentry

by means  of  
"The

 rePort  on  administerial  common  laws  by local gentry  in

Lung-Ni  hsien".  In the  report  we  can  not'  find any  fixed social  classes

called  
"Hsiang-shen

 (zarefipt)" or  
"Shen-shi

 (pt±)". The  persons  called
                '
``Shen-tung

 (fid{es)" took  part in the  administerial  business. They  consisted

of  a  group  of  people  engaged  in the  administerial  werk;  therefor  their

ha'd their  bas'is on  their  administerial  function. .

  Trends  of  Japan's Coal Ekport  and  the  Shanghai  Coal  Market

        in the  Late Tokugawa  Period and  Early Meiji Era

                        SHIN-YA  SUGIYAMA

  The  intention ef  this  artiele  is to  review  statistically  the  trends  of  Japan's

coal  export  from  the  opening  of  Japan in 1859 to  1880 with  specia]  reference

to  the  development of  the Shanghai coal  market.  In the  early,  Meiji era,

the  coal  industry  was  one  of  the  strategic  industries for export  for the

industrialization  of  Japan,

  The  rap!d  increase in the  export  Qf  coal  from  Japan was  closely  con-

nected  with  the  increase of  the  number  of  steamers  as  the  trade  and  trans-

portation  developed on  the  Chinese  and  Japanese coasts.  Shanghai  vv'as

ene  of  the  main  coal  stations  in the  Far  East  as  well  as  Hongkong,  It

was  after  1862 that  the  import  of  foreign ceals  to  Shanghai  increased en

a  stable  basis. In 1865, ever  50 per  cennt  of  the total imported  ceal  w'as

from  Britain. British coal,  however,  began  to  lo$e the  relative  supremacy

at  t]ie Shanghai coal  market  in 1866  because  of  the  increase  of  imported

coal,s  from Australia and  Japan. The  imporr  of  coal,  espe ¢ ially/grom Japan

and  Formosa,  in 1866 began  to  cause  a  structurai  change  in the  Shanghai

coal  market.  In this  sense  the  period  from the  late 1860's to  the  early

1870's is characterised  as  the  transitional  period  from  Britain's supremacy

to  ,J･apan's  supremacy  in the  Shanghai eoal  market.  There  was  keen eom-

petition  for the  export  of  coals  between Britain, the  United  States, Aust-

ral･ia,  Japan and  Formosa during this period,

 Japanese coal  gradually  became  an  important  factor in the  Shanghai coal

ma･rket.  It superseded  British coal  in 1870  and  entered  largel/y into cem-
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petition  with  Australian cQal.  In 1873 Japanese coal  gained  the  overwhel-

ming  advantage  in the  coal  market  and  British coal  was  completeiy  ousted

from the  market.  The  expulsion  of  Briti$h coal  from  the coal  rrLarket

refiected  the  fact that  the shipment  of  coal  from  Britain could  not  meet

the  increasing demand  for coal  in the  Far  East and  becarne disadvantageous

aud  that  the  main  destination of  Britain's coal  export  in this  area  w'as

changirig  from Shanghai  to  Hengkong. The Shanghai coal  market,  there-

fore, came  to  be supplied  by  regional  countries,  Australia, Japan and

FDrmosa.  Japanese coal  ousted  Australian coal  from  the  market  by  the

late 1870's and  supplied  8i per  cent  of  the  coal  imported  to  Shanghai  in

1880.

  The main  Japanese coal  at  the Shanghai coal  market  was  Takashima  coal

which  was  said  te  be the  best of  Japanese coals  for steamers.  Mitsubishi

purchased  Takashima  mine  in connection  with  their  shipping  business. As

shown  in the Takashima  mine,  Japan's coal  industry was  deveioped by  the

introduction of  Western  mining  technology  in order  to  supply  the  increasing

demand  for steamers  in the  Far  East, to  ･export  to  Shanghai or  to  sell  at

Nagasaki,  in the  early  Meiji era.  The  predominance  of  Japanese coal  in

the  Shanghai coal  ma:rket  was  due  to  its suitability  for steamers,  quantity

and  cheapness  compared  with  foreign coals.  After 1876 Miike  coal.  exported

and  sold  throug  Mitsui Trading  Company,  played  an  important  role  :tn  the

increase of  ･Japanese  coal  exported  to  Shanghai. As  a  whole,  the  develop-

ment  of  the  coal  industry and  coal  export  of  Japan was  closely  connected

vvith  the  formation  of  Zaibatsu during the  industrializaticn of  Japan.

            A  Feature of  the  Process of  Constructing

               the  Nationwide  Railway  Networks

                       YOSHINOBU  OIKAWA

 The  plan  of  ¢ onstructing  the  nationwide  networks  of  railways  took  its

concrete  shape  in the  late 1880's. At ,that time  Ukichi Taguchi, who  was

well  known  as  a !iberalistic economist  in Japan, attached  much  importance

to the  railway  that  wouid  link the  coast,of  the  Japan Sea to  that  of  the

Pacific Ocean (from his treatise,  
"First'of

 ail  the  projects  of  all-Japan

raiiway  network$  should  be formed"  published  in 1889). His  suggestion

                                                        (648) 3


